
	

主な掲載内容
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》 安全を見守る

P 2 ～ 9

P 10 ～ 11

P 14

P 15

P 28 ～ 29

未
来
へ
の

　

新
た
な
第
一
歩
！

日本初！
高校生による本格的二足歩行ロボット製作

嘉穂総合高校ロボットシステム科
関連記事33頁

11  月号 》 平成 21 年 10 月 30 日発行

》 № 590

問 合 先　企画財政課 企画調整係　☎６５ー１０８５旭ケ丘団地 随時申込受付中

２００9

（桂川町公式ホームページ）

※携帯電話では、左記QRコードや上記URLから桂川町役場電話番号案内などがご覧になれます。

http://www.town.keisen.fukuoka.jp/



自主財源
17 億 945 万円

地方交付税 20 億 1568 万円

地方譲与税・交付金など
　 2 億 4980 万円

国庫支出金　 4 億 3280 万円

県支出金　 2 億 9580 万円

町債 2 億 8924 万円

町税　 11 億 6704 万円

分担金・使用料など

 2 億 1582 万円

財産収入・諸収入・寄附金など

　 1 億 3051 万円

繰入金　 1496 万円

繰越金　 1 億 8112 万円

依存財源
32 億 8332 万円
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主な用語の説明

》民生費

　高齢者や児童、障がい者などの福祉全

般の事務や事業に要する経費。

》総務費

　戸籍住民、課税徴収、選挙や庁舎管理

など、町の総括的な事務に要する経費。

》公債費

　町道や文教施設、消防施設の整備など

臨時に多額の費用を要する事業を行うた

めに借りたお金を、返済する費用。

》衛生費

　保健衛生、公害対策など、安全で衛生

的な生活環境を保持するための経費。

》教育費

　学校運営や公民館、図書館、スポーツ施

設など教育全般の事務や事業に要する経費。

》土木費

　町の道路や、公園整備などに要する経費。

》農林水産業費

　農林業の振興に要する経費。

》商工費

　商業や工業の振興などに要する経費。

　「決算」は、１年間に税金などの収入がいくら入り、それが
どのように使われたかをまとめた「町の家計簿」です。
　平成 20年度に町が使ったお金（歳出）と、皆さんが納め
られた税金や国・県からの補助金、交付金など（歳入）町の
財政状況についてお知らせします。（※）

平成 20 年度
一般会計の決算額（万円未満は四捨五入）

歳　入　４９億９２７７万円
歳　出　４８億３９６１万円
差引残額　１億５３１６万円

（翌年度へ繰り越し）

町
民
１
人
当
た
り　

34
万
６
２
８
７
円

( 注 1)

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
歳
入
総
額
を
町
民
1

人
当
た
り
で
み
る
と
、
34
万
６
２
８
７
円(

前
年

度
41
万
３
７
６
８
円)

と
な
り
、
前
年
度
か
ら

６
万
７
４
８
１
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
１
人
当
た
り　

33
万
５
６
６
４
円

( 注 1)

　

平
成
20
年
度
歳
出
総
額
で
は
、
町
民
1
人
当
た
り

33
万
５
６
６
４
円(

前
年
度
40
万
１
３
１
４
円)

を
支

出
し
た
こ
と
に
な
り
、
前
年
度
か
ら
６
万
５
６
５
０

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
平
成
21
年
３
月
31
日
現
在
の
人
口
１
万
４
４
１
８
人
で
算
定

※	地方自治体における決算状況は、地方自治法の第233条第 6項により
　「その要領を住民に公表しなければならない」と定められています。

用語の説明

》歳入と歳出

　国や地方公共団体

の一会計年度内におけ

る収入の総額のことを

「歳入」といいます。

　これと反対に、支出

の総額のことを「歳出」

といいます。
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財政状況
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地
方
債
と
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立
金
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そ
し
て
経
常
収
支
比
率

会 計 名 歳　入 歳　出 差引残額

住宅新築資金等貸付事業 4419万円 4374万円 45万円

土 地 取 得 18万円 18万円 0万円

国 民 健 康 保 険 16億 5307万円 15億 5572万円 9735万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億 5515万円 1億 5286万円 229万円

老 人 保 健 1億 7480万円 1億 7213万円 267万円

居宅介護サービス等事業 1896万円 1896万円 0万円

会 計 名 歳　入 歳　出 差引残額

収 益 的 収 支 2億 3215万円 1億 9740万円 3475万円

資 本 的 収 支 2325万円 8949万円 △ 6624万円

※　資本的収支不足額 6624 万円は、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額 242 万円、  
過年度分損益勘定留保資金 3382 万円、及び建設改良積立金 3000 万円で補てん。

◆長谷山から見た桂川町

億円

20年度14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

77億 551万円

50億2256万円

26億9390万円

14億1532万円

地方債（借金）

積立金（貯金）
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100
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96.3％

99.3％
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◆経常収支比率

　市町村の財政運営の健全性を計る指標の一

つに、「経常収支比率」があります。これは、

財政構造上の弾力性を測定する比率で、人件

費・扶助費・公債費等の義務的経常経費に、

町税・地方交付税・地方譲与税を中心とした

経常一般財源が、どの程度充当されたかをみ

るものです。数値が少ないほど、建設事業等

の臨時的経費に充当できる一般財源に余裕が

あり、財政構造が弾力性に富んでいることを

示します。サラリーマン家庭に例えるならば、

経常収支比率が 100%を超えるということ

は、毎月の給料で毎月の生活費が賄えない状

況です。

◆近年の状況

　本町においては、前ページ中段のグラフの

とおり、近年は経常収支比率が 100%前後

で推移しており、本町の財政構造が弾力性を

失っていることを示しています。これは、歳

入側では三位一体の改革等による地方交付税

の削減、歳出側では少子高齢化の進展により

民生費が年々増加していることや、過去の公

共投資に係る公債費が多額であったことが主

な要因です。

◆ 20 年度の状況

　平成 20 年度決算では、経常収支比率が

96.3%となり、前年度より 5.8 ポイント改善

しました。これは、これまで取り組んできた

行財政改革の効果と併せて、前年度に実施し

た地方債の繰上償還による公債費の削減、並

びに役場職員の退職に伴う新規採用職員の補

充を抑制したことによる人件費の削減等の効

果が、主な理由です。

　ちなみに、福岡県内 66 市町村の平均値は

93.9%であり、それと比較すると、まだ若干

高い数値となっています。

◆今後の動向

　今のところ、財政再生団体（赤字再建団体）

に陥るなどの最大限の危機的状況は回避され

たと考えています。しかし、国の財政状況が

不透明であり、また今後も進展することが予

想される少子高齢化により、その関係経費の

増大が町財政を圧迫する要因となることが懸

念されます。

　このような状況を踏まえ、中長期的な視野

に立ち、またコスト意識を持って事務・事業

に取り組み、より一層効果的かつ効率的な行

財政運営を行って参ります。

20 年度の決算
　～財政安定化に向けて～

5 頁　平 21. 広報けいせん 11 月 平 21. 広報けいせん 11 月　4 頁

地方債（借金）と積立金（貯金）の７年間の推移

経常収支比率の７年間の推移

特別会計
決　　算

水道事業
会計決算



【
用
語
の
説
明
】

●
実
質
赤
字
比
率

　

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
等
の
地
方
公
共
団
体
の
中
心
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
一
般
会
計
等
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深
刻
度
を

示
し
た
も
の
。
こ
の
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
赤
字
の
解
消
が
難
し
く
な
っ

て
く
る
の
で
、
よ
り
多
く
の
歳
出
削
減
策
や
歳
入
増
加
策
を
講
じ
る
と
と
も

に
、
解
消
の
期
間
も
長
期
間
に
な
る
な
ど
、
深
刻
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
等
の
す
べ
て
の
会
計
の

赤
字
や
黒
字
を
合
算
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体
と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指

標
化
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体
と
し
て
の
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
た
も
の
。

こ
の
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
実
質
赤
字
比
率
と
同
様
に
、
赤
字
の
解
消
が

難
し
く
な
り
ま
す
。

●
実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
の
返
済
額
及
び
こ
れ
に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金

繰
り
の
危
険
度
を
示
し
た
も
の
。
借
入
金
の
返
済
に
つ
い
て
は
、削
減
し
た
り
、

先
送
り
し
た
り
す
る
こ
と
は
原
則
的
に
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
こ
の
比

率
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
財
政
の
弾
力
性
が
低
下
し
、
他
の
経
費
を
節
減
し
な

い
と
赤
字
団
体
に
転
落
す
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

●
将
来
負
担
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
等
の
借
入
金
（
地
方
債
）
や
、
将
来
支
払
っ

て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
等
の
、
現
時
点
の
残
高
の
程
度
を
指
標
化
し
、

将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示
し
た
も
の
。
こ
の
比

率
が
高
い
場
合
、
将
来
負
担
額
を
実
際
に
支
払
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
今
後
の
財
政
運
営
が
圧
迫
さ
れ
る
等
、
問
題
が
生
じ
る
可
能
性
が

高
い
と
言
え
ま
す
。

●
早
期
健
全
化
基
準

　

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
基
準
以
上
の
場
合
に

は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
、
自
主
的
な
改
善
努
力

に
よ
る
財
政
健
全
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
財
政
再
生
基
準

　

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
財
政
再
生
基
準
以
上
の
場
合
に
は
、

い
わ
ゆ
る
赤
字
再
建
団
体
と
な
り
、
議
会
の
議
決
を
経
て
財
政
再
生
計
画
を

定
め
、
国
等
の
関
与
に
よ
る
確
実
な
再
生
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

●
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企
業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の

規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
し
た
も
の
。
こ
の

比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
料
金
収
入
で
資
金
不
足
を
解
消
す
る
の
が
難
し
く

な
る
の
で
、
公
営
企
業
と
し
て
経
営
に
問
題
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
経
営
健
全
化
基
準

　

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以
上
の
場
合
に
は
、
議
会
の
議
決
を

経
て
経
営
健
全
化
計
画
を
定
め
、
自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る
経
営
健
全
化

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

平成 20 年度決算 －（なし） －（なし） 12.7％ 47.7％

早 期 健 全 化 基 準 15.00％ 20.00％ 25.0％ 350.0％

財 政 再 生 基 準 20.00％ 40.00％ 35.0％

（参考）県内単純平均 12.7％ 66.8％

※
財
政
用
語
の
説
明
等
に
つ
い
て
は
、
誌
面
の
都
合
上
、
記
載
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
企
画
財
政
課
財
政
係
（
☎
６
５
・
１
０
８
５	

内
線
２
２
６
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
治
体
の
財
政
破
綻
を
早
い
段
階
で
食
い
止

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
20
年

４
月
１
日
か
ら
一
部
施
行
さ
れ
、
本
年
４
月
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地

方
自
治
体
は
毎
年
度
、
前
年
度
の
決
算
に
基
づ

き
、「
実
質
赤
字
比
率
」、「
連
結
実
質
赤
字
比

率
」、「
実
質
公
債
費
比
率
」、「
将
来
負
担
比
率
」

の
４
指
標
（「
健
全
化
判
断
比
率
」）
に
つ
い
て
、

監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
、
議
会
へ
報
告
し
、

公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

桂
川
町
の
、
平
成
20
年
度
決
算
に
係
る
健
全

化
判
断
比
率
は
、
下
表
の
通
り
で
す
。

資金不足比率

平成 20 年度決算 －（なし）

経 営 健 全 化 基 準 20.00％

　

健
全
化
判
断
比
率
と
同
様
に
、
公
営
企
業
を

経
営
す
る
地
方
公
共
団
体
は
毎
年
度
、
前
年
度

の
決
算
に
基
づ
き
、
公
営
企
業
ご
と
に
「
資
金

不
足
比
率
」
を
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
、
議

会
へ
報
告
し
、
公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
桂
川
町
の
場
合
は
、
水
道
事
業
が

こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

　

桂
川
町
水
道
事
業
の
、
平
成
20
年
度
決
算
に

係
る
資
金
不
足
比
率
は
、
下
表
の
通
り
で
す
。

平
成
20
年
度
決
算
に
係
る

平
成
20
年
度
決
算
に
係
る

健
全
化
判
断
比
率

資
金
不
足
比
率
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平成 19 年度決算 －（なし） －（なし） 14.7％ 60.4％平成 19 年度決算 －（なし）



　３　軽自動車税の滞納処理について

　　軽自動車税の滞納繰越額調定の 366 千円減は、軽自動車税を次のような事由で、「軽自動車税の

納税義務者等に該当しない。」として処理し、調定減しているのが 22 件ある。また還付も 3 件ある。

　　処理の方法にはまったく遺憾です。

　　税の徴収に対する厳正かつ公正な職務遂行が重要です。

≪事由≫

①　軽自動車税の滞納者から平成 20 年度に該当車を廃車、スクラップ、廃棄依頼、譲渡、盗難（以

下「廃車等」という。）のいずれかの申立てを受理し、廃車等の記載した時期（例えば平成 16 年）

までさかのぼって「軽自動車税の納税義務者等に該当（例えば４年間分の賦課）しない。」とし

て処理している。

税の賦課は、毎年 4 月 1 日軽自動車所有者に賦課するものであり、所有者でなくなった者は、

30 日以内に手続きを行わなければならない。（桂川町税条例）

これにも拘わらず、廃車等の時期が数年前までさかのぼる申立て内容を軽自動車四輪も含め

て証明書なしで認め、かつ廃車等の申立時期以降からの賦課を「軽自動車税の納税義務者等に

該当しない。」として処理している。

②　平成 20 年度以前及び平成 21 年度も上記①と同じように処理しているものがある。

≪指摘に対する町長の回答（８月 21 日）≫

①　軽自動車税の滞納処理については、事務処理に厳正さを欠き、十分な事実関係の調査を怠っ

たことにつきまして、深く反省しています。

②　軽自動車税は、毎年４月１日において、所有している者に賦課するものであり、桂川町税条

例第８７条の申告又は報告の義務を怠ったものには賦課を継続します。

③　「軽自動車税の納税義務者等（地方税法第４４２条の２）に該当しない。」ことによる処理に

ついては、本人が当該軽自動車等の所有者でなくなった時期に申し立てができない事情があっ

たと認められる場合で、かつ公的機関などの証明があるものとします。

④　税の申告及び報告については、広報誌等を活用し周知を実施します。

　　上記のとおり、ご指摘の点について是正すると共に、今後このようなことがないよう改めてまいります。

　４　水道事業について

①　経営状況即ち経営資本営業利益率は、2.88％、当年度純利益は、32,316 千円になり、財務

状況は、流動性も安全性もあり、資産状態は、企業債償還元金対減価償却費比率が、100％を

若干超えていますが、問題ではありません。

②　全般的に良好な状態といえますが、引き続き水源の円滑な使用、人件費に係る他市町村の研修、

施設等の老朽化等に伴う整備資金の目標確立、漏水調査の強化及び安全な給水の保持等に留意

し最大の効果をあげられるよう要望します。

　５　健全化判断比率等について

　健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の４つ

の財政指標）は、早期健全化基準を下回っており、問題はありません。

第１　審査の方法及び結果

１　各会計の歳入歳出決算書等については、計数の正確性、財政の運営状況等に主眼をおき、実施

しました。その結果各会計の計数は正確であり、一部を除き適正であると認めました。

２　健全化判断比率等については、算出過程の正確性、算定要素の適切性及び算定の基礎となる書

類等の適正性に主眼をおき、審査しました。その結果、各財政指標は適正であると認めました。

第２　主要な意見

　１　予算の処置について

①　普通会計の実質収支比率は、4.4％の黒字で普通会計の基金は、平成 20 年度末現在 1,450,446

千円で前年度より、185,789 千円増額しています。

②　経常収支比率は、平成 19 年度公債費の繰上償還 900,493 千円及び職員 12 名の退職補充の

抑制等の効果により 96.3％で前年度より 5.8 ポイント改善されましたが、90％を超えており、

依然として財政構造上弾力性がなく、硬直化している状態です。このため経常的経費を含めて

各種歳出を更に削減すると共に、起債を抑制するなど思いきった措置が引き続き必要です。

　２　滞納額の処置について

　町税、国保税、住宅新築資金等貸付金、町営住宅使用料及び保育料の滞納額の収納率等は、

次のとおりです。

①　滞納額の収納率は、いずれも低い状態ですが、その中で町税の収納率は、20.0％で前年度よ

り 9.9 ポイント増となり、国保税の収納率は、12.6％で前年度より 4.3 ポイント増です。

主な要因は、今年度から町税・国保税については、差押予告及び不動産・預金の差押（157 件）

を行い、22,374 千円徴収したことです。

②　保育料の滞納は、平成 17 年頃から年々増えて平成 20 年度末 10,327 千円になり、前年度よ

り、2,276 千円増額、28.3％増です。

③　引き続き、公正を期するためにも町として、法的措置も含め厳しい姿勢が必要と思われます。

地方自治法及び地方公共団体財政健全化法により審査を実施しましたので、その結果を公表します。

平成 21 年 10 月 10 日
監査委員　松隈　英之助

 長瀬　俊夫

平成 20 年度一般会計・特別会計及び水道事業会計の決算審査
健全化判断比率等審査

町　税 国保税 住宅新築
資金等貸付金

町営住宅
使用料 保育料

滞納額の
収納率（%）

18年度 11.4 6.5 5.1 28.3 23.9

19年度 10.1 8.3 3.3 21.3 16.0

20年度 20.0 12.6 3.5 18.6 19.5

滞納額
（千円）

19年度 176,817 204,382 154,442 14,589 8,051

20年度 141,899 192,903 158,758 15,844 10,327

対前年度
比較

増減額（千円） △ 34,918 △ 11,479 4,316 1,255 2,276

増減率（％） △ 19.7 △ 5.6 2.8 8.6 28.3

注：滞納額の合計は、本表における合計
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　町政トピックス

桂
川
町
役
場	

☎
６
５
・
１
１
０
０
（
代
表
）	

FAX	

６
５
・
３
４
２
４

町
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

悲
し
い
な

　
　

見
て
見
ぬ
ふ
り
も　

同
じ
罪

平
成
21
年
度 

人
権
・
同
和
問
題
の

啓
発
標
語
代
表
作
品

桂
川
中
学
二
年　

和
多　

瑞
穂 

さ
ん

佳　
作

　

町
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
る
「
元
気
な
町
づ
く
り
」
を

進
め
る
た
め
に
、
全
町
民
の
方
を
対
象
と
し
た
懇
談
会
を

次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

《
町
づ
く
り
懇
談
会
》

と　

き　

11
月
20
日
（
金
）
19
時
～
21
時

と
こ
ろ　

住
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　

活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、

従
来
の
行
政
主
導
の
町
づ
く
り
で
は
な
く
、
住
民
の

皆
さ
ん
と
行
政
が
目
標
を
共
有
し
て
、
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て

町
づ
く
り
を
行
う
「
協
働
」
が
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
、
教
育
、
環
境
、
町
づ
く
り
…
、
行
政
が
抱
え
て
い
る
課
題
は

多
種
多
様
で
す
。

　

今
回
の
町
づ
く
り
懇
談
会
で
は
、
町
長
か
ら
の
行
政
報
告
を
も
と
に
、

自
由
な
テ
ー
マ
で
、
よ
り
良
い
町
づ
く
り
の
た
め
の
前
向
き
な
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
町
制
70
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
「
元
気
な
町
づ
く
り
」
に
向
け
て
、

あ
な
た
の
想
い
・
意
見
・
提
言
等
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】 

総
務
課　

☎
６
５
・
１
１
０
０

内 訳 前月比 前年比

人 口 14,359人 -1 -136

男 性 6,733人 5 -15

女 性 7,626人 -6 -121

世帯数 6,058戸 11 44

≫	国民健康保険税 第6期分

○	納税には、便利な口座振替を！
　詳しくは、税務課	収納係（☎65・1076）
　までお問合せください。

 水道修繕当番（水は大切に）

　 人のうごき（平成 21 年 9 月末現在）

 　納税のお知らせ（11 月の納期限）

≫ 11 月
	㈲ 	 福岡設備 ☎65・1035
	山 倉 建 設 ㈱ ☎42・1615

≫ 012 月
	福沢水道設備店 ☎65・1172
	福豊設備工業 ☎72・0714

　

国
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指
し
、
社
会

保
険
庁
は
組
織
・
人
員
を
一
新
し
〝
日
本
年
金
機
構
〟
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

【
変
わ
る
も
の
】

◎
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
で
も
あ
る
、
直
方

社
会
保
険
事
務
所
は
、
新
た
に
「
直
方
年
金
事

務
所
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

◎
こ
れ
ま
で
社
会
保
険
庁
や
社
会
保
険
事
務
所
の

名
義
で
ご
案
内
し
て
い
た
各
種
の
関
係
書
類

は
、
内
容
に
よ
り
、
今
後
は
厚
生
労
働
省
ま
た

は
日
本
年
金
機
構
の
名
義
で
ご
案
内
し
ま
す
。

※
皆
さ
ま
に
何
ら
か
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

【
変
わ
ら
な
い
も
の
】

◎
現
在
あ
る
社
会
保
険
事
務
所
の
建
物
を
そ
の
ま

ま
使
用
す
る
の
で
、
直
方
社
会
保
険
事
務
所
の

所
在
地
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
公
的
年

金
の
運
営
業
務
を
引
き
継
い
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
公
的
年
金
制
度
は
国
の
制
度
と

し
て
、
そ
の
財
政
や
運
営
に
国
が
引
き
続
き
責

任
を
も
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
先
】 

住
民
課 
住
民
年
金
係　

☎
６
５
・
３
３
０
１

changeless change

社会保険庁

廃
止日本年金機構

厚生労働省

公的年金の運営業務

公的年金の

財政責任・運営責任

平
成
22
年
１
月
１
日

12

6

39

時
間
延
長
を
行
う
課

①	

住　

民　

課
（
☎
６
５
・
３
３
０
１
）

②	

税　

務　

課
（
☎
６
５
・
１
０
７
６
）

③	

保
険
環
境
課
（
☎
６
５
・
１
０
９
７
）

④	

建　

設　

課
（
☎
６
５
・
３
３
３
０
）　

⑤	

水　

道　

課
（
☎
６
５
・
３
２
４
１
）

⑥	

教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課
（
☎
６
５
・
１
１
４
９
）

　

現
在
、
桂
川
町
役
場
で
は
、
毎
週
木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
、
一

部
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
※
祝
日
の
場
合
は
閉
庁
）

　

来
庁
さ
れ
る
際
に
は
、
時
間
延
長
す
る
関
係
課
へ
、
内
容
等
に
つ

い
て
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ゆ
っ
く
り
来
庁
で
き
ま
す

木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
、
窓
口
業
務
の
一
部
延
長

３

　   

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
け
い
せ
ん
10
月
号 

〝
古
代
く
ん
情
報
局
（
10
頁
）〟
に
お
い
て
誤
り

の
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

〝
夏
季
大
会 

水
泳
競
技
〟
大
会
結
果

　
【
訂
正
前
】

　
【
訂
正
後
】

【
問
合
先
】 

桂
川
町
体
育
協
会
（
総
合
体
育
館
内
）　

☎
６
５
・
５
１
４
５

８
月
23
日
㈰

北
九
州
市
立
小
倉
記
念
公
園
プ
ー
ル
に
て
開
催

【
優
勝
（
50
ｍ
自
由
形
）】

　

◎
男
子
中
学
生
の
部　
　

末
次
真
夏
さ
ん
（
土
師
一
）

　

◎
男
子
65
～
69
歳
の
部　

荒
木
素
穂
さ
ん
（
九
郎
丸
）

　

８
月
23
日
㈰
、
北
九
州
市
立
小
倉
記
念
公
園
プ
ー
ル

に
て
第
52
回
福
岡
県
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

桂
川
町
か
ら
は
、
末
次
真
夏
さ
ん
（
土
師
一
）、
荒
木

素
穂
さ
ん
（
九
郎
丸
）
が
出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
て
き
ま
し
た
。

あ
な
た
の
想
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

町
づ
く
り
懇
談
会
を
11
月
20
日
（
金
）
に
開
催

１

社
会
保
険
庁
の
廃
止
に
よ
り

〝
日
本
年
金
機
構
〟
が
来
年
１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

２
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キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
の
職
場
体
験
学
習

　

ー
桂
川
中
学
校
校
長　

山
本 

和
生
ー

安
心
安
全
な
学
校
で
学
習
を
!!

　

９
月
29
日
付
「
西
日
本
新
聞
」
に
３
年

前
ま
で
荒
れ
て
い
た
福
岡
市
の
女
子
高
等

学
校
の
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
学
校
は
学
び
の
場
で
あ
り
、
そ
の
雰

囲
気
の
濃
淡
が
学
力
の
学
校
間
格
差
に
つ

な
が
る
。
ま
ず
落
ち
着
い
た
授
業
に
臨
め

る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
。」
と
、
米
国

発
祥
の
「
ゼ
ロ
・
ト
レ
ラ
ン
ス
」
を
導
入

し
た
と
こ
ろ
見
違
え
る
よ
う
に
立
ち
直
っ

た
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
「
ゼ
ロ
・
ト
レ
ラ
ン
ス
」
と
は
、
こ
の

程
度
は
許
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
と
い
う
感

覚
、
つ
ま
り
寛
容
を
排
し
、
規
範
意
識
を

育
む
た
め
、
厳
し
く
臨
む
と
い
う
こ
と
。

　

先
の
女
子
高
等
学
校
で
は
、
全
教
職
員

が
生
徒
指
導
に
関
し
て
、
規
範
に
反
す
れ

ば
寛
容
の
余
地
な
く
責
任
を
取
ら
せ
る
と

い
っ
た
、
毅
然
と
し
た
態
度
、
ぶ
れ
な
い
指

導
を
行
っ
た
こ
と
が
、
学
校
を
立
ち
直
ら
せ

た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

本
町
で
も
、
年
度
初
め
の
始
業
式
に
「
基

本
的
生
活
習
慣
の
定
着
と
服
装
等
に
関
す

る
協
力
に
つ
い
て
」
と
し
て
、
教
育
長
名
で

通
知
文
を
小
中
学
校
の
全
保
護
者
へ
渡
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
通
知
文
に
も
あ
る
よ
う

に
、
児
童
・
生
徒
の
「
頭
髪
、
装
飾
品
、
携

帯
電
話
、
触
法
行
為
、
授
業
妨
害
等
」
に
つ

い
て
、
学
校
で
は
小
中
一
貫
し
た
姿
勢
で
規

範
意
識
を
徹
底
し
て
持
た
せ
る
こ
と
に
、
全

教
職
員
で
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

絶
対
に
違
反
を
許
さ
な
い
指
導
が
、
安

心
・
安
全
な
学
校
を
作
る
の
に
、
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
安
心
・
安
全
な

学
校
と
い
う
環
境
の
中
で
「
学
校
は
学
ぶ

と
こ
ろ
で
あ
る
。」
を
原
点
に
、
落
ち
着

い
て
勉
強
で
き
れ
ば
、
お
の
ず
と
学
力
も

付
い
て
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
桂
川
の
学

校
教
育
に
お
け
る
柱
と
し
て
、
生
徒
指
導

を
行
い
、
ま
た
地
域
の
人
た
ち
の
ご
協
力

の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
学
校
も
随
分
落
ち
着

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
い
ま
一
層
の
「
心
づ
く
り
」
を

心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
も
本
校
二
年
生
は
、
９
月
14
日
か

ら
職
場
体
験
学
習
を
桂
川
町
を
中
心
に
、

飯
塚
・
嘉
麻
市
の
各
事
業
所
で
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の

町
報
で
も
大
き
く
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
５
日
間
連
続
の
計
画
を
立
て
て

い
ま
し
た
が
、
連
休
に
か
か
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
、
４
日
間
の
日
程
に
な
り
ま

し
た
。
な
ぜ
、
４
日
な
り
、
５
日
間
の
職
場

体
験
な
の
か
と
い
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
体

験
や
体
験
先
と
の
人
間
関
係
が
深
ま
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
働
く
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
、
喜
び
、
厳
し
さ
な
ど
の
理

解
が
得
ら
れ
、
様
々
な
効
果
が
期
待
さ
れ

る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
緊
張
の
１
日
目
、

仕
事
を
覚
え
る
２
日
目
、
仕
事
に
慣
れ
る

３
日
目
、
仕
事
を
創
意
工
夫
す
る
４
日
目
、

感
動
の
５
日
目
な
ど
、
時
間
の
長
さ
が
生
徒

一
人
一
人
の
心
に
変
容
を
与
え
ま
す
。
い
つ

も
は
家
庭
や
学
校
で
見
ら
れ
な
い
生
徒
の

姿
が
各
事
業
所
や
職
場
で
み
ら
れ
、
職
業
に

つ
い
て
、
働
く
こ
と
に
つ
い
て
、
多
く
の

こ
と
を
実
体
験
か
ら
学
び
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
が
生
き
方
に
つ
な
が
っ
て
い
く
、

こ
れ
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
す
。

　

職
場
体
験
学
習
を
終
え
て
、
保
護
者
か
ら

の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

○
朝
早
く
家
を
出
て
、
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
家
に
帰
る
と
「
き
つ
い
、
き
つ
い
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
す
ご
く
良
い
経
験

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
職
場
の
方
と
も

仲
良
く
な
っ
た
よ
う
で
、
仕
事
の
き
つ
さ

や
つ
ら
さ
、
楽
し
さ
が
今
後
の
学
校
生
活

に
活
か
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

○
お
客
さ
ん
に
尋
ね
ら
れ
た
時
、
ど
ん
な
対

応
を
し
た
か
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
丁
寧

な
言
葉
遣
い
が
で
き
た
こ
と
、
最
後
ま
で

き
ち
ん
と
対
応
し
て
い
た
の
で
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
人
の
役
に
立
っ
た
時
の
う

れ
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
成
果

だ
と
思
い
ま
す
（
略
）。

○
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
事

業
所
が
決
ま
っ
た
時
の
喜
び
か
ら
、
初
め

て
行
く
日
の
緊
張
と
期
待
。
仕
事
の
難
し

さ
を
学
ん
で
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
す
（
略
）。

▲	ファストフード店での職場体験風景。
注文の取り方を習う桂川中の生徒たち。

　急な発熱、のどの痛みなど
　新型インフルエンザ感染の疑いがあるときは？

【電話相談窓口】

◆嘉穂保健福祉環境事務所（保健所）

　　　☎２１‐４９７２
　※８時30分～ 17時 15分まで（土日・祝日を除く）

【医療機関に行くとき】

◆一般の医療機関で診療を行っています。

　※但し、次の二つを必ず実行してください。

① 事前に受診する医療機関に電話で確認し、
　 医療機関の指示に従ってください。

② マスクを着用して受診してください。

感染拡大の防止に努めましょう！

町内でも新型インフルエンザ流行中！
注
意

　家庭で行う新型インフルエンザ等の
　感染予防策！

【予防法の基本は、マスク・手洗い・うがい！】

◆咳やくしゃみ等の症状がある人は、マスク

着用を！

◆手洗いやうがい等を積極的に行いましょう。

◆不要不急の外出は避けましょう。

～新型インフルエンザ予防接種について～

　厚生労働省から 10 月１日「新型インフルエンザワク

チン接種の基本方針」が、公表されました。

１、目　的

（１）死亡者や重症者の発生をできる限り減らす。

（２）患者が集中発生することによる医療機関の混乱を極力防

ぎ、必要な医療提供体制を確保する。

２、優先接種対象者

　当面、確保できるワクチンの量に限りがあり、その

供給も順次行われていく見通しであることから、１の

目的に照らし、次の順に優先的に接種を開始します。

（１）インフルエンザ患者の診療に直接従事する医療従事者（救

急隊員を含む）･･･◆ 10 月 19 日～

（２）妊婦及び基礎疾患を有する者（この中でも、１歳～小学

校低学年を優先）･･･◆ 11 月中旬～

（３）１歳から小学校低学年に相当する年齢の者 ･･･◆ 12 月～

（４）１歳未満の小児の保護者及び優先接種対象者のうち身

体上の理由により予防接種が受けられない者の保護者等

･･･◆年明け～

（５）小学校高学年、中学生、高校生に相当する年齢の者及び

65歳以上の高齢者 ･･･◆１月前半～

３、接種の実施場所

　国から予防接種に関する委託を受けた医療機関で、優先

接種順位に従い接種を実施します。（※原則として予約制）

４、ワクチン接種の費用負担

（１）接種費用 6,150 円（1 回目 3,600 円、2 回目 2,550 円）

　　※ 1 回目と異なる医療機関で接種する場合は 2 回目も 3,600 円

（２）所得の少ない世帯（市町村民税非課税世帯）の負担軽減

については、今後決定します。

 ＜福岡県における対応について＞

福岡県では現在、ワクチン等の準備を早急に進めております。

厚生労働省発表の各優先接種対象者ごとの接種開始日程と違う場合があ

ります。日程等ついては詳細が決定次第、至急回覧等でお知らせします。

【問合先】　桂川町役場健康福祉課 健康づくり係

　　　　☎65・0001　	FAX 65・0078

学校の“今”を発信！　　連載「教育情報　桂川っ子」
問合先　桂川町教育委員会（☎65・1149）

桂
川
町
教
育
委
員
会

　
　

教
育
長　

佐
谷 

千
香
子

平 21. 広報けいせん 11 月　14 頁15 頁　平 21. 広報けいせん 11 月
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大会結果

勝
利
の
鍵
は
二
人
の
〝
阿
吽
の
呼
吸
！
〟

第
２
回 

桂
川
町
硬
式
テ
ニ
ス
（
ダ
ブ
ル
ス
）
大
会
結
果

◆	体育協会

９
月
27
日
㈰ 

開
催

Ａ
ク
ラ
ス
【
優　

勝
】

　

◎
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

弓
削　

至
さ
ん
・
鶴
田
達
也
さ
ん 
ペ
ア

　

◎
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

土
井
章
子
さ
ん
・
山
口
た
か
こ
さ
ん 

ペ
ア

Ａ
ク
ラ
ス
【
準
優
勝
】

　

◎
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

山
口
正
広
さ
ん
・
石
坂
昭
彦
さ
ん 

ペ
ア

　

◎
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

沢
田
香
代
子
さ
ん
・
原
中　

愛
さ
ん 

ペ
ア

Ｂ
ク
ラ
ス
【
優　

勝
】

　

◎
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

林
田
泰
祐
さ
ん
・
平
島
佳
明
さ
ん 

ペ
ア

　

◎
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

三
宅
寧
子
さ
ん
・
若
松
美
幸
さ
ん 

ペ
ア

Ｂ
ク
ラ
ス
【
準
優
勝
】

　

◎
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

久
保
泰
雅
さ
ん
・
久
保
晃
嗣
さ
ん 

ペ
ア

　

◎
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

田
中
良
枝
さ
ん
・
藤
川
三
奈
さ
ん 

ペ
ア　
　
　

お知らせ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
予
防
の
た
め

〝
わ
ん
ぱ
く
教
室
〟
開
催
自
粛
等
に
つ
い
て

◆	健康づくり係

　

現
在
、
桂
川
町
内
に
お
い
て
も
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
症
が
数
多

く
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
段
階
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染

予
防
の
た
め
、健
康
づ
く
り
係
が
行
っ
て
い
る〝
わ
ん
ぱ
く
教
室
〟は
、11
月
・

12
月
の
実
施
を
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
平
成
22
年
1
月
以
降
の
〝
わ
ん
ぱ
く
教
室
〟
開
催
日
程

に
一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
等
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
福
祉
課 
健
康
づ
く
り
係

　
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」
内
） 

☎
６
５
・
０
０
０
１

大会結果

第
52
回
福
岡
県
民
体
育
大
会
〝
秋
季
大
会
〟

桂
川
町
代
表
選
手
の
健
闘
に
拍
手
！

◆	体育協会

　

９
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
に
、
県
内
各
所
で

開
催
さ
れ
た
第
52
回
福
岡
県
民
体
育
大
会
〝
秋

季
大
会
〟
に
お
い
て
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
剣
道
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
等
に
出
場
し
た
桂
川
町
代
表

選
手
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に

発
揮
し
て
き
ま
し
た
。

入
賞
以
上
結
果
報
告
【
第
三
位
】

　

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
一
般
男
子
の
部
）

お願い

犬
の
放
し
飼
い
は
い
け
ま
せ
ん
!!

動
物
は
マ
ナ
ー
と
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
！

◆	生活環境係

　

犬
の
放
し
飼
い
は
、
大
変
危
険
で
す
。

　

10
月
11
日
に
は
、
福
岡
県
那
珂
川
町
に
お
い
て
自
宅
で
放
し
飼
い
に
し

て
い
た
犬
２
匹
に
４
歳
の
男
児
が
咬
ま
れ
死
亡
す
る
と
い
う
事
故
も
発
生

し
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
、
町
内
に
お
い
て
も
犬
の
放
し
飼
い
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
放
し
飼
い
に
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
放
し
飼
い
に
す
る
こ
と
で
、
人
に
咬
み
つ
い
た
り
、
他
の
犬
と
の

喧
嘩
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
交
通
事
故
の
原
因
に
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　

散
歩
に
出
か
け
る
前
に
は
、
首
輪
が
抜
け
た
り
、
引
綱
が
は
ず
れ
た
り

し
な
い
か
十
分
に
点
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ど
ん
な
に
丈
夫
な
綱

や
鎖
で
も
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
万
一
の
こ
と
を
考
え
て
、
大
型
犬

な
ど
は
檻
や
囲
い
の
中
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
〝
犬
も
大
事
な
家
族
の
一
員
〟

　

マ
ナ
ー
を
守
り
、
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

保
険
環
境
課 

生
活
環
境
係  

☎
６
５
・
１
０
９
７

お知らせ

国
保
の
特
定
健
診
を
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
へ

〝
第
２
回
集
団
健
診
〟
の
ご
案
内

◆	医療介護保険係

　

６
月
か
ら
８
月
末
に
か
け
て
、
桂
川
町
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

（
特
定
健
診
）
の
個
別
健
診
を
実
施
し
、
多
く
の
被
保
険
者
の
皆
様
に
受
診

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、個
別
健
診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
対
象
者
の
皆
様
の
た
め
に
、〝
第

２
回
集
団
健
診
〟
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

健
診
日
時　

12
月
10
日
（
木
）
９
時
～
10
時
30
分

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
電
話
で
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

健
診
場
所　

桂
川
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」

健
診
内
容　

血
液
検
査
、
心
電
図
、
腹
囲
測
定
等

対
象
者　

次
の
①
、
②
を
い
ず
れ
も
満
た
し
、
特
定
健
診
の
個
別
健
診
を

受
け
ら
れ
て
い
な
い
方

① 

昭
和
10
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和
45
年
３
月
31
日
生
れ
の
方

　
（
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
の
間
に
40
歳
か
ら
74
歳
に
達
す
る
方
）

② 

平
成
21
年
４
月
１
日
時
点
で
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
有
し
、
か
つ
平
成
21

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月
31
日
の
１
年
間
を
通
し
て
資
格
を
有
す
る
方

受
診
料　

個
人
ご
と
の
受
診
料
は
、
送
付
い
た
し
ま
す
「
特
定
健
康
診
査

受
診
券
」
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

◎ 

住
民
税
課
税
世
帯
の
方
・
・
・
・
１
０
０
０
円

　

◎ 

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
・
・
・　

５
０
０
円

申
込
受
付
期
間　

11
月
19
日
～
12
月
３
日
ま
で

※
特
定
健
診
は
、
個
別
健
診
又
は
集
団
健
診
の
ど
ち
ら
か
一
回
し
か
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
合
先　

保
険
環
境
課 

医
療
介
護
保
険
係
（
６
番
窓
口
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
６
５
・
１
０
９
７

お知らせ

特
定
健
康
診
査
を
受
診
さ
れ
た
方
へ

一
緒
に
健
康
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い

◆	健康づくり係

　

特
定
健
康
診
査
を
受
診
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

健
診
結
果
に
よ
っ
て
は
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
か
ら
ご
連
絡
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
日
を
健
康
に
過
ご
す
た
め
に
、
身
体
の
状
態
と
生
活
習
慣
と
の
関
係

を
、
ぜ
ひ
一
緒
に
考
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

健
康
福
祉
課 

健
康
づ
く
り
係

　
　
　
　

☎
６
５
・
０
０
０
１

健
康
生
活
の
第
一
歩
は

　

自
分
の
身
体
の
状
態
を
知
る
こ
と
か
ら
。

是
非
あ
な
た
の
健
康
生
活
に

特
定
健
診
と
町
の
保
健
師
・
管
理
栄
養
士

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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お知らせ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
事
業
）

土
師
の
獅
子
舞 

獅
子
頭
が
42
年
ぶ
り
に
お
色
直
し

◆	社会教育係

　

上
土
師
と
下
土
師
の
両
獅
子
舞
保
存
会
で
は
、
五
穀
豊
穣
・
家

内
安
全
を
祈
願
し
て
、
一
年
毎
に
交
替
で
土
師
の
老
松
神
社
に
獅

子
舞
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　

勇
壮
な
舞
の
中
に
写
実
性
が
あ
り
、
優
雅
で
繊
細
な
動
き
も

あ
っ
て
芸
術
性
も
高
く
、
県
下
で
は
代
表
的
な
郷
土
芸
能
で
す
。

　

今
春
ま
で
使
用
し
て
い
た
獅
子
頭
は
、
昭
和
42
年
に
製
造
さ
れ
た
も
の
で
、
春
・

秋
の
奉
納
や
練
習
で
の
長
年
に
わ
た
る
使
用
で
、
か
な
り
傷
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
土
師
の
獅
子
舞
保
存
会
で
は
、
宝
く
じ
助
成
を
受
け
〝
雄
・
雌
の
獅
子

頭
の
修
復
（
色
・
漆
の
塗
り
直
し
）〟〝
太
鼓
の
皮
の
張
り
替
え
〟〝
獅
子
の
胴
幕
（
体

の
部
分
の
布
）〟
及
び
〝
獅
子
舞
の
衣
装
（
ズ
ボ
ン
）〟
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
宝
く
じ
助
成
事
業
は
地
域
活
動
の
健
全
な
発
展
を
目
的
に
、
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
助
成
で
整
備
し
た
獅
子
頭
、
太
鼓
、
衣
装
を

活
用
し
、
郷
土
芸
能
の
伝
承
、
保
存
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
合
先　

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係

　

☎
６
５
・
２
０
０
７

催　し

第
17
回
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
２
０
０
９
「
桂
川
町
文
化
事
業
」

ー
音
楽
の
ア
ラ
カ
ル
ト
ー

『
岩
崎
大
輔
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』
in 

桂
川

◆	社会教育係

　

今
年
の
ふ
く
お
か
県
民
文
化
祭
２
０
０
９
「
桂
川
町
文
化
事
業
」
は
、

マ
ル
チ
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
も
あ
る
作
曲
家
・
岩
崎
大
輔
氏
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
、

九
州
交
響
楽
団
員
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、ク
ラ
シ
ッ
ク
と
ジ
ャ

ズ
、
和
楽
器
等
の
コ
ラ
ボ
演
奏
会
、〝「
岩
崎
大
輔
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
」
in 

桂
川
「
名
曲
な
ん
で
も
ご
ざ
れ
」〟
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
秋
、
様
々
な
楽
器
か
ら
奏
で
ら
れ
る
名
曲
の
数
々
に
、
至
福
の
ひ

と
時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

11
月
22
日
（
日
）
15
時
～
17
時
（
14
時
30
分
～
開
場
）

場　

所　

桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

１
人 

５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
！

　
【
販
売
日
時
】
土
日
、
祝
日
を
除
く
平
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
座
席
３
１
５
席
分
の
チ
ケ
ッ
ト
終
了
次
第
締
切
り

問
合
先　

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係 

☎
６
５
・
２
０
０
７

▲ 立派に修復された獅子頭を持つ、上土師
　 獅子舞保存会 樋口さん（左）と下土師獅
　 子舞保存会 八児さん

お願い

空
き
缶
の
プ
ル
タ
ブ
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

子
ど
も
た
ち
の
〝
自
信
と
笑
顔
〟
に
換
え
ま
せ
ん
か
！

◆	教育委員会

　

桂
川
中
学
校
で
は
毎
年
、
生
徒
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
社
会
参
加
の
一

環
と
し
て
地
雷
撤
去
や
エ
イ
ズ
撲
滅

な
ど
の
支
援
の
募
金
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
社
会
の
役
に
立
ち
、
な

お
か
つ
環
境
に
も
配
慮
し
た
取
組
み
」

と
し
て
、〝
空
き
カ
ン
の
プ
ル
タ
ブ
を

集
め
、
車
い
す
と
交
換
し
よ
う
。〟
と

い
う
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
桂
川
小
学
校
で
も
環
境
破

壊
や
ご
み
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
な
か

で
、
約
４
年
前
か
ら
児
童
会
が
呼
び

か
け
て
プ
ル
タ
ブ
集
め
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

桂
川
東
小
学
校
で
は
、
同
じ
く
環

境
問
題
や
Ｅ
Ｃ
Ｏ
に
つ
い
て
の
学

習
を
終
え
た
４
年
生
が
中
心
と
な
っ

て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を

集
め
て
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
換
え
、

発
展
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
の
命

を
救
う
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
プ
８
０
０
個
で
ワ
ク
チ
ン
１

本
と
交
換
が
で
き
、
１
学
期
に
は

１
万
個
を
集
め
約
12
本
の
ワ
ク
チ
ン

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
を
２
０
２
０

年
ま
で
に
現
在
よ
り
25
％
削
減
す
る
と

い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
ま

た
世
界
に
は
、
食
料
や
医
療
、
教
育
な

ど
の
支
援
を
必
要
と
す
る
国
や
人
々
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
「
桂
川
っ
子
」
た
ち
の
頑
張
り
を

私
た
ち
大
人
や
地
域
も
一
緒
に
な
っ

て
応
援
し
、
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
と
な

る
プ
ル
タ
ブ
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
、〝
や
れ
ば
で
き
る
〟

と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
〝
自
信
と
笑

顔
〟
に
換
え
ま
せ
ん
か
。

回
収
方
法

◎
桂
川
町
の
各
公
共
施
設
（
地
域
の
公

民
館
は
除
く
）
の
自
動
販
売
機
側

に
、
桂
川
中
学
校
生
徒
手
製
の
プ

ル
タ
ブ
入
れ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

◎
桂
川
町
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

（
役
場
２
階
）で
お
預
か
り
し
ま
す
。

◎
各
学
校
に
事
前
に
連
絡
し
て
い
た

だ
い
て
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

　

☎
６
５
・
１
１
４
９

▲ 宝くじ助成事業により修復された“獅子頭”“太鼓”と、新たに
　 購入した“獅子の胴幕”“獅子舞の衣装”全 26 点

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

桂
川
中
学
校
で
は
、
生
徒
全
員

で
プ
ル
タ
ブ
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

集
め
た
プ
ル
タ
ブ
を
協
会
に
送

り
、
車
い
す
に
交
換
し
て
も
ら
お

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
交
換
し
て

も
ら
っ
た
車
い
す
を
町
内
の
施
設

か
必
要
と
す
る
方
に
贈
ろ
う
と
取

組
ん
で
い
ま
す
。

　

全
校
生
徒
だ
け
で
は
、
車
い
す

１
台
と
の
交
換
分
、
目
標
の
プ
ル

タ
ブ
合
計
８
０
０
kg
に
到
達
す
る

こ
と
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。

　
〝
プ
ル
タ
ブ
集
め
に

　
　
　

 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。〟

平成 21 年の桂川中学校生徒会の皆さん

「
た
と
え
僕
た
ち
の
代
で
無
理
で
も
、
い
つ
の
日
か

形
あ
る
も
の
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。」
と
語
る

桂
川
中
学
校
生
徒
会
長
の
安
永
君
（
３
年
生
）
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図書館だより
  お問い合せは                      へ☎６５ー４

よ く よ む

９４６

冬のビデオ映写会
　トーベ・ヤンソン原作、北欧生まれの永遠のベストセ

ラー！『ムーミン』。

　どこかほんわかとして、愛くるしいキャラクターたちが

織りなす物語は、子どものみならず、大人たちからも愛さ

れてきました。

　そんなムーミンたちが住まう“ムーミン谷”にあるとき

得体のしれない黒い物体が押し寄せてきます。孤高の旅人

スナフキンと出会い、共に勇気と知恵で乗り越える冒険物

語ムーミンワールドが、スクリーンいっぱいに広がります。

【日 　 時】　12月５日（土）14時～15時

【場 所】　桂川町立図書館

【上映作品】　“ムーミン谷の彗星”

※鑑賞無料です。お気軽にお越しください。

図書館カレンダー ■は休館日です。
○はミニミニおはなし会（14時～ 14時 30分）開催日です。
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秋を満喫歌碑めぐり
　９月 19 日・20 日の講座を受け、10 月 12 日には、文学

探訪『筑豊と万葉（歌碑めぐり）』が開催されました。最終

日には、桂川～嘉麻～田川郡香春～飯塚と「万葉集」の代表

的な歌人・山上憶良をはじめ様々な人々が詠んだ歌碑をめぐ

りました。

　秋の足音が聞こえてくる野山に佇む歌碑を読み、いにしえ

の人々が見た情景に思いを馳せました。

お願い

～
輸
血
を
支
え
て
い
る
の
は
善
意
の
献
血
で
す
～

４
０
０
ml
献
血
の
お
願
い

◆	社会福祉協議会

献
血
日　

12
月
９
日
（
水
）

時　

間　

午
前
の
部　

10
時
～
12
時
30
分

　
　
　
　

午
後
の
部　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」

対　

象　

男
女
と
も
18
歳
～
69
歳
で
体
重
50
㎏
以
上
の
方

　

※
65
歳
～
69
歳
の
方
は
過
去
64
歳
ま
で
に
献
血
経
験
が
必
要

　

※
女
性
の
方
で
１
年
以
内
に
４
０
０
ml
献
血
を
２
回
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
は
、
今
回
献
血
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
他　

献
血
当
日
は
、
本
人
と
確
認
で
き
る
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・

健
康
保
険
証
・
学
生
証
等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

桂
川
町
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
６
５
・
２
２
７
１

催　し

福
岡
県
立
嘉
穂
総
合
高
等
学
校

「
文
化
祭
」
一
般
公
開
の
ご
案
内

◆	福岡県立嘉穂総合高等学校

　

今
年
も
福
岡
県
立
嘉
穂
総
合
高
等
学
校
で
は
、
文
化
祭

に
合
わ
せ
て
、
学
校
の
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
ぜ
ひ
嘉
穂
総
合
高
校
へ
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
各
種
文
化
作
品
や
手
作
り
の
農
産
物
販
売
の
み

な
ら
ず
、
嘉
穂
総
合
高
校
生
の
様
々
な
取
り
組
み
を
〝
見

て
・
知
っ
て
・
体
験
し
て
〟
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
の
お
越
し
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時
（
文
化
祭
一
般
開
放
）

　

12
月
５
日
（
土
）
９
時
30
分
～
13
時
ま
で

展
示
場
所　

嘉
穂
総
合
高
校
敷
地
・
校
舎
内

展
示
・
販
売
等
内
容
（
予
定
）

【
展
示
の
部
】

◎
各
科
の
取
組
み
内
容
に
即
し
た
展
示
。

◎
書
道
部
・
美
術
部
な
ど
の
文
化
部
の
展
示
。

【
お
茶
会
】
茶
道
部
に
よ
る
茶
席
を
設
け
ま
す
。

【
農
産
物
販
売
、
各
種
バ
ザ
ー
】

◎
地
球
環
境
シ
ス
テ
ム
科
の
生
徒
た
ち
が
育
て
た

野
菜
や
卵
な
ど
の
農
産
物
、
ジ
ャ
ム
や
パ
ン
、

ケ
ー
キ
、
ハ
ム
、
ベ
ー
コ
ン
、
ス
モ
ー
ク
チ
キ

ン
な
ど
の
加
工
品
の
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
各
ク
ラ
ス
に
よ
る
各
種
バ
ザ
ー
も
開
催
予
定
。

※
展
示
・
販
売
等
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
農
産
物
販
売
等
は
、
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
売
り
切
れ
の
際
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

福
岡
県
立
嘉
穂
総
合
高
校　

☎
６
５
・
５
７
２
７

お知らせ◆	教育委員会	学校教育課

　

桂
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
桂
川

町
内
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
生
徒
や

児
童
が
活
動
し
て
い
る
姿
を
見
学
で

き
る
「
学
校
開
放
日
」
を
定
期
的
に

設
け
て
い
ま
す
。

　

桂
川
中
学
校
、
桂
川
小
学
校
で
は
、

生
徒
や
児
童
が
勉
学
に
励
む
様
子
、

桂
川
東
小
学
校
で
は
「
桂
東
文
化
祭
」

を
一
般
に
開
放
し
、
学
校
の
様
子
な

ど
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
学
校
開
放
日
と
は
、
生
徒
や

児
童
の
保
護
者
だ
け
で
な
く
、
ど
な

た
で
も
来
校
し
、
ご
覧
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
し
て
、

地
域
に
開
か
れ
た
学
校
、
そ
し
て
地

域
と
共
に
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
い

く
学
校
と
地
域
と
の
〝
絆
〟
を
結
ぶ

機
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
学
校
の
様
子
を
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

学
校
教
育
課　

☎
６
５
・
１
１
４
９

桂
川
中
学
校　

☎
６
５
・
０
０
３
２

桂
川
小
学
校　

☎
６
５
・
０
０
１
５

桂
川
東
小
学
校　

☎
６
５
・
１
２
０
０

頑
張
る
桂
川
っ
子
た
ち
の
様
子

学
校
の
様
子
を
見
に
来
ま
せ
ん
か

学
校
開
放
日

桂
川
中
学
校

 　

11
月
13
日
（
金
）

桂
川
小
学
校

 　

11
月
13
日
（
金
）

桂
川
東
小
学
校

 　

11
月
20
日
（
金
）

桂東文化祭
　９時 45 分～ 11 時 40 分

授業参観
　13 時 35 分～ 14 時 20 分

学校一般開放
　９時 00 分～ 12 時 00 分

催　し

第
二
期
「
田
川
地
方
の
古
文
書
」
展
示
中

〝
読
ん
で
み
ら
ん
ね
！
〟「
筑
豊
の
古
文
書
」
展

◆	文化財振興係

　

過
去
の
歴
史
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
古
文
書
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
太
閤
秀
吉
の
朱
印
状
や
熊
本
藩
細
川
家
初
代
・

細
川
忠
興
の
ロ
ー
マ
字
の
押
印
等
、
歴
史
上
貴
重
な
古
文
書
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

展
示
期
間　

第
二
期
「
田
川
地
方
の
古
文
書
」
～
11
月
23
日
（
月
）
ま
で

開
館
時
間　

９
時
～
16
時
30
分
（
※
入
館
は
16
時
ま
で
）

休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

展
示
場
所　

王
塚
装
飾
古
墳
館
（
コ
ダ
イ
ム
王
塚
）
企
画
展
示
室

入
館
料　

企
画
展
の
み
は
無
料
（
※
常
設
展
示
室
見
学
は
、
入
館
料
が
必
要
で
す
。）

問
合
先　

社
会
教
育
課 

文
化
財
振
興
係
（
コ
ダ
イ
ム
王
塚
） 

☎
６
５
・
２
９
０
０

▲ 産みたて嘉穂総合たまご。とってもおいしいですよ。▲ 昨年好評だったシクラメン。
　 今年も沢山入荷してます。

▲ 私たちが作った、ハム、ソーセージ、ベーコン、イチ
　 ゴジャムなどの加工食品。一度ご賞味ください。
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　【と　き】11 月 27 日㈮ 14 時～ 15 時

　【ところ】総合福祉センター
　　　「ひまわりの里」福祉バス停側

※但し、売り切れ次第終了します。

　嘉穂総合高校

  　　出張青空市
＜協賛出荷＞けいせんとれたて村

グリーン
ラ イ フ

地元農産物直売所

  けいせんとれたて村
　【と　き】毎週日曜（9 時～ 11 時）

　【ところ】総合福祉センター
　　　「ひまわりの里」福祉バス停側

※但し、売り切れ次第終了します。

【仕事人おススメ・11 月桂川の旬】

　　今年中に開催場所を	旧	給食センターへと移す準備を
　　行っています。詳細は、後日回覧いたします。

※詳しくは、産業振興課 農林振興係 ☎65－1106
　までお問合せください。

白
菜
の
間
に
豚
肉
を
挿
し
て
ゆ
き
、
だ
し
汁
を
具
材
が
浸
る
程
度
入
れ
た
ら
、

酒
を
少
々
加
え
蓋
を
し
て
煮
る
。
最
後
に
、
し
ょ
う
ゆ
で
味
を
調
え
て
完
成
。

も
う
ひ
と
手
間
か
け
、大
根
お
ろ
し
を
た
っ
ぷ
り
乗
せ
た
、み
ぞ
れ
風
も
美
味
。

◎
白
菜
【
白
菜
と
豚
肉
の
簡
単
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
鍋
】

《
白
菜
》
１
個
（
４
人
前
）

《
豚
肉
》
５
０
０
ｇ

《
だ
し
汁
》
具
材
が
浸
る
程
度

《
し
ょ
う
ゆ
・
酒
》
少
々

　

白
菜
は
丸
々
１
個
を
そ
の
ま
ま
使
い
、
葉

の
間
な
ど
を
水
で
洗
っ
た
後
、
鍋
の
深
さ
と

同
じ
幅
で
輪
切
り
に
。
根
元
に
近
い
部
分
か

ら
輪
切
り
の
ま
ま
鍋
の
中
心
に
置
き
、
そ
の

周
り
に
残
り
の
部
分
を
挿
し
て
、
年
輪
状
に
白
菜
を
敷
き
詰
め
る
。
白
菜
と

今回の仕事人は、樋口弘輝さん（土師二）
農家や関係者にとって 20
数年来の懸案事項であった
農産物直売所の立ち上げ。
町行政をはじめ、数多くの
関係者の皆様のご尽力で、
現在“けいせん とれたて村”
が誕生したことに、出荷協
議会 会長として改めて感謝
申し上げます。今後も、出
荷者一同“安心・安全・美

味しい”地元農産物の提供に努めて参りますので、皆さ
まにお越しいただき、喜んでいただければ幸いです。
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経済的な理由で地上デジタル放送がまだ受信できない方に

地デジ簡易チューナーを無償給付します。
　

　支援を受けるには、NHK と放送受信契約を結び、

受信料の全額免除を受けることが必要です。

※既に NHK の放送受信料が全額免除となっている

世帯には、申込書等が送付されます。

◎支援の対象となるのは

　以下のいずれかに該当し、NHK の受信料の全額

免除を受けている世帯です。

①生活保護などの公的援助を受けている世帯

②障がい者がいる世帯で、かつ世帯全員が町民税

非課税となっている世帯。

③社会福祉事業施設に入所し、自らテレビを持ち

込んでいる世帯。

◎支援の内容

　簡易チューナーを無償で給付します。

　基本的に家に訪問して設置し、操作説明を行い

ます。また、アンテナ工事が必要な場合は、屋外

アンテナなどの無償改修を行います。

※ご自身で購入したチューナー、アンテナなどに

ついては、支援の対象とはなりません。

◎平成 21 年度分 支援の申込受付期間

　平成 21 年 12 月 28 日（消印有効）まで

【問合先】

【チューナーの無償給付に関して】

　総務省地デジチューナー支援実施センター

　☎ 0570・03・3840　 ☎ 044・969・5425

【NHK 受信料免除等に関して】

　NHK 視聴者コールセンター

　☎ 0570・00・0588　 ☎ 044・871・8441

な
ぜ
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
す
る
の
？

　

現
代
の
生
活
に
お
い
て
最
も
身
近
な
情
報
媒
体
テ

レ
ビ
。
し
か
し
、
通
信
や
放
送
な
ど
に
使
用
さ
れ
る

電
波
は
無
限
で
は
な
く
、
現
在
の
日
本
で
は
使
用
で

き
る
電
波
の
周
波
数
に
余
裕
が
な
い
状
態
で
す
。

　

電
波
の
変
調
を
そ
の
ま
ま
映
像
に
す
る
ア
ナ
ロ

グ
に
対
し
、
デ
ー
タ
と
し
て
映
像
な
ど
が
送
ら
れ

て
く
る
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
電
波
の
周
波
数
に
余

裕
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
な
ら
ば
、
高
画
質
・
高

音
質
の
番
組
は
も
と
よ
り
、
字
幕
放
送
や
解
説
放

送
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
に
や
さ
し
い

サ
ー
ビ
ス
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
地
域
情
報
な
ど
が

提
供
さ
れ
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
っ
て
な
に
？

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す
る
装
置
で
、
ア
ナ
ロ
グ

テ
レ
ビ
と
接
続
す
る
こ
と
で
、
手
軽
に
地
デ
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
単
体
以
外
に
も
、
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録
画
機
器
を
接
続
す
る
こ
と
で
、
地

デ
ジ
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
物
も
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
近
く
の
電
気
店
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
地
デ
ジ
に
関
す
る
問
合
先
】

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
・
０
７
・
０
１
０
１
）

　
　
　
　

※
平
日	

９
時
～
21
時
、
土
日
・
祝
日	

９
時
～
18
時

IP
電
話
等
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

（
☎
０
３
・
４
３
３
４
・
１
１
１
１
）
で
、お
受
け
し
て
い
ま
す
。

「
地
デ
ジ
」
に
関
す
る
詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
！

　

地
デ
ジ
へ
の
移
行
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
テ
レ

ビ
局
職
員
や
公
的
機
関
の
名
を
か
た
り
、
ア
ン

テ
ナ
交
換
や
地
デ
ジ
対
応
に
関
連
し
た
不
正
請

求
を
す
る
悪
質
商
法
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
ア
ン
テ
ナ
工
事
業
者
を
装
う
商
法

　

ア
ン
テ
ナ
交
換
が
必
要
と
前
金
を
受
け
取
り
、

工
事
を
実
施
し
な
い
。
ま
た
、「
テ
レ
ビ
局
職
員
」

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
受
信
対
策
員
」
な
ど
と

か
た
り
、
受
信
工
事
や
テ
レ
ビ
調
整
の
代
金
の

支
払
を
求
め
る
ケ
ー
ス
。

◎
振
り
込
め
詐
欺

　

公
的
機
関
や
テ
レ
ビ
局
名
で
の
ハ
ガ
キ
や
手

紙
を
郵
送
し
、「
地
デ
ジ
対
応
の
申
込
代
」
や
「
地

デ
ジ
対
応
の
機
器
の
販
売
」
と
し
て
指
定
口
座
に

お
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
も
の
。
電
話

で
の
勧
誘
商
法
の
事
例
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

総
務
省
や
役
場
な
ど
の
公
的
機
関
、
テ
レ
ビ

局
な
ど
が
、
手
紙
や
電
話
で
勧
誘
や
支
払
い
を

求
め
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　
〝
お
か
し
い
〟
と
思
っ
た
ら
、
振
り
込
み
等
を

す
る
前
に
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
地
デ
ジ
」
に
関
す
る
悪
質
商
法
相
談
窓
口

九
州
総
合
通
信
局
（
☎
０
９
６
・
３
２
６
・
７
８
８
２
）

飯
塚
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
・
０
８
５
７
）

飯
塚
警
察
署
（
☎
２
１
・
０
１
１
０
）

地上デジタル放送
北九州中継局

地上デジタル放送
筑前山田中継局

現
在
発
信
さ
れ
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
２
０
１
１
年
７
月
24
日
に

終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
地
デ
ジ
）
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ

レ
ビ
、
ま
た
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
、
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

桂川町
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只
今 

地
デ
ジ“
発
信
中
”

２
０
１
１
年
７
月
24
日
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了



暮らし の 情報

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

児
（
平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
お
子
さ
ん
）
小
学
生
、
中
学

生
及
び
そ
の
保
護
者
、
関
係
者

体
験
入
学
会
応
募
締
切　

11
月
10
日
㈫

そ
の
他　

聞
こ
え
や
言
葉
に
関
す
る
ご
相

談
、
各
学
部
の
転
・
入
学
に
つ
い
て
の

ご
相
談
は
、
随
時
応
じ
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
立
直
方
聾
学
校

　

☎
０
９
４
９
・
２
６
・
５
３
５
１

　

北
九
州
市
若
松
区
の
福
岡
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
（
国
立
県
営
）
で
は
、
平
成

22
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
科
目
（
男
女
不
問
）

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製
図
科
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
設
計
科
、
商
業
デ
ザ
イ
ン
科
、
Ｏ

Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
福
祉
住
環
境
科
、

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
総
合
実
務
科

訓
練
期
間　

１
年
間
（
※
プ
ロ
グ
ラ
ム

設
計
科
の
み
２
年
間
）

応
募
資
格　

身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者
、
ま
た
は
取
得
可
能
な
方
。
但
し

総
合
実
務
科
は
、
療
育
手
帳
所
持
者
、

ま
た
は
知
的
障
が
い
者
と
認
め
る
判

定
書
が
提
出
可
能
な
方
。

※
身
体
障
が
い
、
知
的
障
が
い
以
外
の
障
が

い
が
あ
る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

平
成
22
年
１
月
７
日
㈭

そ
の
他　

募
集
科
目
定
員
や
応
募
方
法
等

詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
３
・
７
４
１
・
５
４
３
１

　

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
４
月
期
入
校
の
職
業
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。
各
分
野
の
専
門
的
な
技
術

を
学
び
、
あ
な
た
の
将
来
へ
の
〝
思
い

を
、
カ
タ
チ
に
〟
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
期
間　

11
月
４
日
～
平
成
22
年
１
月
21
日

選
考
日　

平
成
22
年
２
月
５
日
㈮

募
集
科　

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、
自

動
車
整
備
科
、
機
械
科
、
建
築
科
、

塗
装
科

そ
の
他　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.fukuoka-kunren.net/

問
合
先　

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
４
９
６
・
２
・
６
４
４
１

　

放
送
大
学
で
は
、
衛
星
放
送
（
Ｃ
Ｓ
）
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
、
国
が
作
っ
た
通
信

制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、

歴
史
、
文
学
、
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野

の
科
目
（
約
３
０
０
科
目
）
を
１
科
目
か
ら

自
宅
の
テ
レ
ビ
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

15
歳
以
上
（
全
科
履
修
生
は
18
歳
以
上
）

で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
入
学
で
き
、
学
士
（
教

養
）
の
学
位
が
と
れ
ま
す
。

　

短
大
、
専
門
学
校
な
ど
か
ら
も
編
入
学
で

き
ま
す
。
入
学
の
チ
ャ
ン
ス
は
年
２
回
（
４

月
と
10
月
）
で
す
。
大
学
院
も
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　

11
月
15
日
～
平
成
22
年
２
月
28
日

そ
の
他　

体
験
入
学
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
科
目
内
容
等
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

問
合
先　

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
・
４
７
３
・
１
３
６
５

　

飯
塚
医
師
会
看
護
高
等
専
修
学
校
で
は
、

平
成
22
年
度
準
看
護
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

就
業
年
限　

２
年

出
願
期
間　

12
月
１
日
～
平
成
22
年
１
月
12
日

試
験
日　

平
成
22
年
１
月
16
日
㈯

試
験
科
目
（
高
校
入
試
程
度
）

　

◎
国
語
（
古
典
を
除
く
）

　

◎
理
科
（
生
物
の
み
）

そ
の
他　

願
書
の
請
求
等
詳
し
く
は
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

飯
塚
医
師
会
看
護
高
等
専
修
学
校

　

☎
２
２
・
３
５
５
９

　

筑
豊
市
民
大
学
は
、
住
民
が
自
主
的
に
企

画
運
営
を
し
な
が
ら
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が

学
習
す
る
こ
と
で
自
己
を
高
め
、
明
日
の
社

会
へ
の
確
か
な
意
識
を
持
つ
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
毎
年
開
校
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、

学
生
の
よ
り
一
層
の
見
識
を
深
め
、
活
力
を

得
る
こ
と
と
、
多
く
の
人
々
に
生
涯
学
習
に

触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
公
開
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　
11
月
28
日
㈯ 

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所　

福
岡
県
立
大
学 

大
講
義
室

（
田
川
市
伊
田
四
三
九
五
）

演　

題　
『
食
卓
の
向
こ
う
側
に
見
え

る
も
の
～
だ
か
ら
食
育
な
ん
だ
』

　

講
師 

佐
藤 

弘
氏（
西
日
本
新
聞
編
集
委
員
）

参
加
費　

無
料

問
合
先　

筑
豊
市
民
大
学
運
営
委
員
会

　

☎
０
８
０
・
５
２
１
０
・
０
２
４
５

　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県
支
部
は
、

人
工
肛
門
、
人
工
膀
胱
を
持
つ
本
人
（
オ

ス
ト
メ
イ
ト
）と
そ
の
家
族
、医
療
関
係
者
、

介
護
関
係
者
等
を
対
象
に
、
正
し
い
装
具

の
使
い
方
な
ど
の
講
演
会
を
催
し
ま
す
。

日　

時　

12
月
13
日
（
日
）
13
時
～
16
時

場　

所　

サ
ン
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
飯
塚

　
（
飯
塚
市
柏
の
森
九
五
六
ー
四
）

演　

題　
『
冬
の
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
に
つ
い
て
』

　

講
師 

石
井
美
紀
子
氏
（
福
岡
赤
十
字
病
院
）

参
加
費　

無
料

問
合
先　

㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福

岡
県
支
部
筑
豊
分
会

　

☎
０
９
０
・
４
３
５
５
・
６
２
２
０

　

飯
塚
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
の
「
エ

コ
工
房
」
で
、「
屋
久
島
う
み
が
め
展
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
う
み
が
め
の
赤
ち
ゃ
ん

の
展
示
や
、
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
の
飼
育
員

の
方
の
講
話
、
ミ
ニ
移
動
水
族
館
な
ど
、

皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
催
し
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
ご
友

人
を
お
誘
い
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

日　

時　

11
月
14
日
～
11
月
23
日

　

９
時
～
17
時
（
※
入
場
無
料
）

場　

所　

エ
コ
工
房
《
飯
塚
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
内
》（
飯
塚
市
吉
北
一
一
八
ー
二
）

問
合
先　

飯
塚
市
役
所
内
う
み
が
め
展
事
務
局

　

☎
２
２
・
５
５
０
０

　

県
立
嘉
穂
養
護
学
校
で
は
、
生
活
単
元

学
習
・
作
業
学
習
・
美
術
科
等
で
児
童

生
徒
が
作
成
し
た
学
習
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
見
に
き
て
く
だ
さ
い
。

日　

時　

11
月
25
日
～
12
月
１
日 

９
時
～
21
時
（
※
最
終
日
12
月
１
日
は
、

15
時
ま
で
の
展
示
）

場　

所　

ジ
ャ
ス
コ
穂
波
店
１
階 

ふ
れ

あ
い
広
場

作
品
内
容　

水
彩
画
、
油
絵
、
墨
絵
、
切
り

紙
絵
、
壁
掛
け
、
段
ボ
ー
ル
の
オ
ブ
ジ
ェ
、

ツ
リ
ー
、
粘
土
、
木
工
作
品
な
ど

問
合
先　

福
岡
県
立
嘉
穂
養
護
学
校

　

☎
４
２
・
１
５
１
１

日　

時　

11
月
14
日
㈯ 

９
時
30
分
～
15
時

場　

所　

福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専

門
校
（
田
川
市
糒
二
〇
五
九
）

内　

容　

◎
陶
磁
器
製
造
科
、
木
工
科
、
左

官
科
に
よ
る
陶
磁
器
、
木
工
品
、
灯
ろ
う
作

品
等
の
展
示
、
各
種
製
品
の
即
売

　

◎
Ｏ
Ａ
事
務
科
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験

　

◎
電
気
工
事
科
に
よ
る
延
長
コ
ー
ド
制
作
体
験

　

◎
自
動
車
整
備
科
に
よ
る
車
両
部
品
の
カ
ッ
ト

モ
デ
ル
展
示
等

問
合
先　

福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
４
７
・
４
４
・
１
６
７
６

　

英
彦
山
の
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、

登
山
や
散
策
を
行
い
、
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
し
ま
せ
ん
か
。

日　

時

◎
「
紅
葉
フ
ォ
ト
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

　

11
月
14
日
㈯ 

９
時
～
15
時
頃

◎
「
紅
葉
〝
満
喫
〟
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

　

11
月
21
日
㈯ 

９
時
～
15
時
40
分
頃

場　

所　

福
岡
県
立
英
彦
山
青
年
の
家

及
び
そ
の
周
辺
（
田
川
郡
添
田
町
英

彦
山
三
二
ー
一
八
）

申　

込　

電
話
に
て
随
時
受
付
中
（
各

コ
ー
ス
定
員
有
）

そ
の
他　

各
コ
ー
ス
に
つ
い
て
や
参
加

費
、
持
参
品
等
、
詳
し
く
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
立
英
彦
山
青
年
の
家

　

☎
０
９
４
７
・
８
５
・
０
１
０
１

　
「
エ
コ
工
房
森
づ
く
り
の
会
」
で
は
、
県

内
の
荒
廃
し
た
森
林
整
備
を
目
的
と
し
た

「
森
林
環
境
税
」
に
よ
る
事
業
で
、
飯
塚
市

蓮
台
寺
の
竹
林
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
作
業
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

作
業
実
施
日　

11
月
15
日
㈰
、
12
月
６

日
㈰
、
平
成
22
年
１
月
17
日
㈰
（
３

日
間
の
う
ち
１
日
だ
け
で
も
可
）

作
業
内
容　

伐
採
さ
れ
た
竹
の
片
付

け
、
簡
易
な
作
業
道
の
整
備
等

募
集
人
員　

30
人
程
度

応
募
締
切　

11
月
13
日
㈮ 

17
時
ま
で

　
（
※
電
話
で
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。）

申
込
・
問
合
先　

エ
コ
工
房

　

☎
２
２
・
５
６
７
９

日　

時　

11
月
20
日
㈮ 

９
時
30
分
～
13

時
30
分

対
象
者　

聴
覚
に
障
が
い
を
有
す
る
幼

平 21. 広報けいせん 11 月　24 頁25 頁　平 21. 広報けいせん 11 月

福
岡
県
立
嘉
穂
養
護
学
校
ア
ー
ト
展

～
み
ん
な
の
夢
き
ら
め
い
て
２
～

講
演
・
研
修

福
岡
県
立
英
彦
山
青
年
の
家

「
英
彦
山
紅
葉
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」

エ
コ
工
房
森
づ
く
り
の
会

森
林
再
生
作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

平
成
22
年
度
準
看
護
生
徒
募
集

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の
医
療
講
演
会

催
し
・
募
集

「
屋
久
島
う
み
が
め
展
」
開
催
!!

第
24
回
福
岡
県
技
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

田
川
高
等
技
術
専
門
校 

技
能
祭

福
岡
県
立
直
方
聾
学
校
体
験
入
学
会

公
共
職
業
訓
練
の
訓
練
生
募
集

障
が
い
者
の
職
業
訓
練
生
募
集

自
宅
で
学
べ
る
放
送
大
学

平
成
22
年
４
月
入
学
生
募
集

「
市
民
公
開
講
座
」
の
ご
案
内



暮らし の 情報

暮
ら
し
の
情
報

暮
ら
し
の
情
報

 暮らしの情報

　

Ｄ
Ｖ
や
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
の
悩
み
を
、
一
人
で
悩
ま
ず

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

女
性
の
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職

員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期　

間　

11
月
15
日
～
11
月
21
日
の
７
日
間

　

◎
平
日
・
８
時
30
分
～
19
時

　

◎
土
日
・
10
時
～
17
時

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０
（
全
国
共
通
）

問
合
先　

福
岡
法
務
局
人
権
擁
護
部

　

☎
０
９
２
・
７
２
１
・
９
１
６
６

　

暴
力
団
等
に
よ
る
暴
力
被
害
者
の
早
期

救
済
を
目
的
に
、
警
察
、
弁
護
士
会
、
県

暴
追
セ
ン
タ
ー
等
が
連
携
し
て
、
面
接
、

電
話
に
よ
る
集
中
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時　

11
月
28
日
㈯ 

10
時
～
16
時

場　

所　

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
２
階

相
談
電
話
番
号

　

☎
０
８
０
・
５
６
０
０
・
５
８
９
１

問
合
先　

㈶
福
岡
県
暴
力
追
放
運
動
推

進
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
・
６
５
１
・
８
９
３
８

　

長
時
間
労
働
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
相
談

に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日　

時　

11
月
21
日
㈯ 

９
時
～
17
時

相
談
電
話
番
号

　
　

０
１
２
０
・
７
９
４
・
７
１
３

問
合
先　

福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

　

☎
０
９
２
・
４
１
１
・
４
８
６
２

　

殴
る
蹴
る
の
身
体
的
な
暴
力
だ
け
で
な

く
、
怒
鳴
る
、
脅
す
、
電
話
や
外
出
を
制
限

す
る
な
ど
も
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
（
Ｄ
Ｖ
）
に
あ
た
り
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

相
談
窓
口　

◎
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　

☎
２
９
・
０
０
７
１

◎
女
性
相
談
所

　
（
平
日
９
時
～
17
時
15
分
）

　

☎
０
９
２
・
７
１
１
・
９
８
７
４

◎
夜
間
・
休
日
相
談
電
話

　
（
夜
間
は
24
時
ま
で
）

　

☎
０
９
２
・
７
１
６
・
０
４
２
４

　

住
居
を
喪
失
ま
た
は
喪
失
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
離
職
者
に
対
し
て
、
住
宅
手
当
を

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
居
及
び
就
労

機
会
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

内　

容　

住
宅
手
当
の
支
給
、
就
労
支
援

支
給
額　

生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
基
準

額
以
内
（
６
カ
月
以
内
）

実
施
期
間　

平
成
23
年
度
ま
で
実
施
予
定

対
象
者　

支
給
申
請
時
に
以
下
の
要
件
全
て

に
該
当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
２
年
以
内
に
離
職
し
た
方

②
離
職
前
に
、
自
ら
の
労
働
に
よ
り
賃

金
を
得
て
、
主
と
し
て
世
帯
の
生
計

を
維
持
し
て
い
た
方

③
就
労
能
力
及
び
常
用
就
職
の
意
欲
が

あ
り
、
公
共
職
業
安
定
所
へ
求
職
申

し
込
み
を
行
う
方

④
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
方
ま
た
は
喪

失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

　
（
※
喪
失
の
お
そ
れ
の
あ
る
方
は
次
の

⑤
及
び
⑥
の
要
件
に
該
当
し
、
賃
貸

住
宅
等
に
入
居
し
て
い
る
方
）

⑤
原
則
と
し
て
収
入
の
な
い
方
。
一
時
的

な
収
入
が
あ
る
場
合
に
は
、
生
計
を

一
緒
と
す
る
同
居
の
親
族
の
収
入
の

合
計
が
次
の
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

◇
単
身
世
帯 

８
・
４
万
円

◇
複
数
世
帯 

17
・
２
万
円

⑥
生
計
を
一
緒
と
す
る
同
居
の
親
族
の

預
貯
金
の
合
計
が
次
の
金
額
以
下
で

あ
る
こ
と
。

◇
単
身
世
帯 

50
万
円

◇
複
数
世
帯 

１
０
０
万
円

⑦
国
の
住
宅
喪
失
離
職
者
等
に
対
す
る
雇

用
施
策
に
よ
る
貸
付
ま
た
は
給
付
（
就

職
安
定
資
金
融
資
、
訓
練
・
生
活
支
援

給
付
、
就
職
活
動
困
難
者
支
援
事
業

等
）、
自
治
体
が
実
施
す
る
類
似
の
貸

付
ま
た
は
給
付
等
を
受
け
て
い
な
い
方

問
合
先　

福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福

祉
環
境
事
務
所 

直
方
分
庁
舎
内

　

保
護
課
内
住
宅
確
保
就
労
支
援
員

　

☎
０
９
４
９
・
２
２
・
５
６
９
６

　

福
岡
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

使
用
者
も
、
労
働
者
も
〝
最
低
賃
金
〟

を
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

福
岡
県
最
低
賃
金

　

１
時
間 

６
８
０
円

　
（
※
適
用
は
平
成
21
年
10
月
16
日
か
ら
）

問
合
先　

福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課

　

☎
０
９
２
・
４
１
１
・
４
５
７
８

　

少
子
化
の
流
れ
を
変
え
、
男
女
と
も

に
子
育
て
や
介
護
を
し
な
が
ら
働
き
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
、

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
！

問
合
先　

福
岡
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
９
２
・
４
１
１
・
４
８
９
４

　

福
岡
県
で
は
「
福
岡
県
中
高
年
就
職
支

援
セ
ン
タ
ー
」
及
び
県
内
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
に
お
い
て
、
専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
よ
る
無
料
の
再
就
職
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内　

容　

労
働
市
場
の
現
状
を
踏
ま
え
た

個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
る
適
性
診

断
。
求
人
案
件
の
見
つ
け
方
、
面
接
の
ポ

イ
ン
ト
等
の
就
職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
。

対
象
者　

概
ね
40
歳
以
上
60
歳
未
満
の

求
職
者
（
福
岡
県
在
住
の
方
）

受
付
場
所　

～
平
成
22
年
３
月
ま
で

（
※
要
事
前
申
込
み
）

相
談
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
塚

　
（
※
祝
日
を
除
く
毎
週
金
曜
日
開
催
）

申
込
・
問
合
先　

福
岡
県
中
高
年
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
２
・
４
１
５
・
１
７
９
１

　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主

は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
加
入
手
続
き
を
と
ら
れ
て
い
な
い

事
業
主
の
方
は
、
従
業
員
の
方
が
安
心
し
て

働
け
る
よ
う
、
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
、

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
で
加

入
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

福
岡
労
働
局
総
務
部
労
働
保

険
適
用
室

　

☎
０
９
２
・
４
３
４
・
９
８
３
５

　

解
雇
、
賃
金
未
払
い
、
労
働
条
件
の
切

り
下
げ
、
い
じ
め
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
職

場
で
の
悩
み
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

専
門
の
相
談
員
が
早
期
解
決
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日　

時　

12
月
７
日
㈪ 

13
時
～
16
時

場　

所　

桂
川
町
住
民
セ
ン
タ
ー
２
階

そ
の
他　

相
談
料
は
無
料
で
予
約
も
不
要
で
す
。

問
合
先　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

　

☎
２
２
・
１
１
４
９

　

１
９
８
９
年
の
国
際
連
合
総
会
で
採
択

さ
れ
、
わ
が
国
で
は
１
９
９
４
年
に
発
効

し
た
「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
は
、

18
歳
未
満
の
す
べ
て
の
子
ど
も
の
権
利
や

自
由
を
尊
重
し
、
子
ど
も
に
対
す
る
保
護

と
援
助
を
図
り
、
そ
の
健
や
か
な
成
長
や

幸
せ
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

【
条
約
の
主
な
内
容
】

○
子
ど
も
は
教
育
を
受
け
る
こ
と
や
遊

ぶ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

○
子
ど
も
は
自
由
に
考
え
、
信
じ
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

○
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
に
保

護
と
援
助
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

○
子
ど
も
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
暴
力
、

虐
待
な
ど
の
不
当
な
扱
い
か
ら
守
ら

れ
る
べ
き
で
す
。

問
合
先　

新
社
会
推
進
部
青
少
年
課

　

☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
７

『
守
ろ
う
よ

　

未
来
を
見
つ
め
る 
小
さ
な
ひ
と
み
』

　
　
（
平
成
21
年
度
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
標
語
）

　

子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
づ
い
て

く
だ
さ
い
。
児
童
虐
待
は
、
暴
力
だ
け

で
な
く
、
衣
食
住
の
世
話
を
し
な
か
っ

た
り
、
言
葉
で
心
を
傷
つ
け
た
り
す
る

こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
「
児
童
虐
待
で
は
？
」
と
感
じ
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先

◎
桂
川
町
役
場
健
康
福
祉
課

　

☎
６
５
・
０
０
０
１

◎
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
９
・
２
３
・
３
１
１
１

◎
田
川
児
童
相
談
所

　

☎
０
９
４
７
・
４
２
・
０
４
９
９
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暴
力
被
害
集
中
相
談
を
実
施
し
ま
す
！

11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
！

中
高
年
求
職
者
の
た
め
の

再
就
職
相
談
実
施
中
！

労
働
時
間
の
適
正
化
を
！

全
国
一
斉
電
話
無
料
相
談
開
催

１
人
で
も
雇
っ
た
ら
入
ろ
う
〝
労
働
保
険
〟

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

相
談
・
法
律

労
働
問
題
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
！

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す
！

ご
存
じ
で
す
か
？

「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
！

生
活
・
雇
用

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置
事
業

福
岡
県
最
低
賃
金
改
正
に
つ
い
て



◎防犯・交通に関する問合せは
飯塚警察署
　　☎21・0110

桂川交番
　　☎65・0110

◎防災・消防に関する問合せは
桂川消防署
　　☎65・0321

桂川町役場　総務課
　　☎65・1100

◆バッグ・貴重品等、車内に置きっぱなしはダメ！

車
上
ね
ら
い

自
転
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
販
機
ね
ら
い

部
品
ね
ら
い

（
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
等
）

強
　

盗

侵

入

盗

（
空
き
巣
等
）

自
動
車
盗

ひ
っ
た
く
り

6
5
4
3

2
1
0
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平成 21 年１月～ 9 月 街頭犯罪件数累計：78 件

防犯青色防犯

 パトロール

桂川町内で発生した街頭犯罪件数（9 月中）
交通

交通事故発生状況（9 月中）
		飯塚署管内【飯塚市・嘉麻市（旧稲築町）・桂川町】

			発生件数　　107件（1,066）

			負傷者数　　153人（1,465）

			死亡者数　　 1人（4）

		桂川町内で発生した交通事故

			発生件数　　		 6 件（66）

			負傷者数　　		 8 人（90）

			死亡者数　　　	0人（1）				

※（  ）内は、平成 21 年 1 月～ 9 月累計

3
0

（件）

0

6

1

　平成 16 年の消防法の改正により、現在はす

べての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付

けられています。住宅用火災警報器は、煙や熱

を感知して、一早く火災発生を知らせてくれ、

それにより大切な生命や財産を守ることができ

た事例も数多く報告されています。まだ、未設

置の世帯では、早急の設置をお願いします。

②消火器の適切な維持管理

　老朽消火器の適切な取り扱いについて

　９月中旬、大阪市及び福岡県行橋市において、

老朽消火器による破裂事故が発生しております。

老朽消火器の取扱い等詳しくは、前ページ（26

頁）のトピックスをご覧ください。

　火災に関しては常日頃から注意をされていると

思いますが、寒くなると暖房器具等、火を使う機

会が増えます。また、昨年度の飯塚地区消防本部

管内で発生した火災の出火原因上位は、放火、次

いでタバコ、コンロ、火入れ、火遊びとなってい

ます。この機会に再度、防火についてご家族一緒

に考えていただきますよう、お願いします。

◎火を使う機会も増え、空気も乾燥し、
　火災が起きやすくなる季節です！
　全国一斉 秋の火災予防運動が、11 月９日㈪～

15 日㈰までの７日間実施されます。

　桂川町でも、11 月８日～ 14 日の間、各地域

においても消防団が夜警・火災予防啓発活動等

を行います。またこの期間中、20 時には防災サ

イレンを１分程度鳴らします。

◎秋の火災予防運動２大推進項目

　今年度の秋の火災予防運動では、２つの大き

な推進項目が掲げられています。

①住宅防火対策の推進

　住宅用火災警報器の設置はお済みですか？

　昨年度、飯塚地区消防本部管内で発生した建物火

災（55 件）のうち、就寝時間帯にあたる 20 時～

翌朝６時の間に発生した火災は約３分の１の18件。

　２階の寝室でグッスリ寝入ってしまったあな

た。もし１階で火災が発生したら、即座に気づき、

避難することができますか？

　９月 15 日、大阪市内で屋外駐車場に長年放置さ

れていた消火器が破裂し、近くで遊んでいた子ども

が負傷する事故がありました。また、翌 16 日には

福岡県行橋市で、大阪市のニュースを見て自宅の屋

外に置いていた消火器を自ら廃棄しようと操作した

ところ、破裂し負傷するといった老朽消火器破裂に

よる事故が立て続けに発生しております。

　屋外で雨ざらしで放置されていたものや、老朽化

して本体容器などが腐食した消火器は、内部の圧力

に耐えきれず破裂するおそれがあります。

　事故を未然に防ぐため、次の点にご注意ください。

＜消火器の注意点！＞

①本体に変形やキズ、腐食などないか？

②ホースやキャップ部分に脱落やひび割れ、ゆる

み、キズ、変形などないか？

③設置場所が、屋外など高温多湿となるような場

所では、特に注意が必要です。

＜廃棄する場合の注意点！＞

　消火器は、一般ごみとしては処分できません。

廃棄の際は、お買い求めの販売店、消火器製造元

または産廃業者（NTT タウンページで消防用設

備・用品・保守点検で検索）に依頼してください。

平 21. 広報けいせん 11 月　 28 頁29 頁　平 21. 広報けいせん 11 月

防犯・防災情報ページ

安全を見守る
『消えるまで　ゆっくり火の元　にらめっ子』（平成 21 年度全国統一防火標語）

全国一斉 秋の火災予防運動

暴力に　負けない勇気　地域の輪
（平成 21 年度全国地域安全運動標語）

平成 21 年 福岡県警最重点目標「暴力団犯罪の撲滅」

消　 火栓特別検査に
　ご協力をお願いします

　この時期、火災の多発期を迎えるにあたり、消火活動に万全を

期するため、消火栓の機能検査を下記のとおり実施いたします。

　放水のため、赤水等が出るおそれがありますので、住民の皆様

のご理解とご協力をよろしくお願いします。

【検 査 日】※雨天及び災害発生等の場合は順延。（予備日	11月27日～12月４日）

【検査対象】地上式消火栓32基、地下式消火栓155基

【検査要綱】①蓋、枠、放口キャップ等の外観検査及び作動検査の実施

②主弁を開放し、汚濁の出ない程度の放水の実施

【問 合 先】桂川消防署（☎65・0321）

検 査 日 検 査 区 域
11 月 16 日（月） 豆田、九郎丸
11 月 17 日（火） 瀬戸、寿命、中屋
11 月 18 日（水） 土居
11 月 19 日（木） 土師（１、２、徳力）、内山田
11 月 20 日（金） 土師（３、４、５、６）
11 月 24 日（火） 土師（７、８、９、10）平山、二反田
11 月 25 日（水） 吉隈（１、２、３）、天道工業団地
11 月 26 日（木） 笹尾、弥栄

まちぐるみ　暴力追放　みんなが主役
（福岡県暴力追放センター標語）

平成 21 年 福岡県警最重点目標「暴力団犯罪の撲滅」

＜トピックス＞
　古い消火器の取扱いにご注意！



桂
川
東
小
学
校

桂
川
小
学
校

大運動会みんなが主役！

善
来
寺
保
育
園

練習の成果に、成長の証に、そして
頑張る子どもたちの姿に感動！

年長さん恒例のカラーガード“歩み”です。  息を合わせてイチ・ニ♪イチ・ニ♪ “ドラえもんのしずかちゃん？”に変身しました。

「位置についてヨ～イ ･･･ ドン！」 あ～楽チン楽チン。頑張って引っ張って～！ ドンドンと力強い太鼓の音が聞こえてきそう。

「あと少しでゴールだ！」 竹馬でリレー。練習頑張ったぞ！ ニョッキ♪ニョッキ♪伸びるぞニョッキ♪

コロコロ可愛いだんご虫が出てきました♪ 本番直前でもバッチリ練習したので余裕♪ ヤッター！上手に飛べたよ～♪

泉
河
内
小
学
校

桂
川
幼
稚
園

土
師
保
育
所

9月 20日（日）泉河内小学校
10月 4日（日）桂川東小学校
10月 10日（土）桂川小学校

10月 11日（日）桂川幼稚園・土師保育所・
善来寺保育園

10月 12日（月）吉隈保育所

ゴールまであと少し。頑張れ～！ こんな障害物はひとっ飛びサ！ こちらの最後の決めポーズは“シェ～♪”

地域の人も参加しての運動会です。 泉河内小学校マスコットの“いずみちゃん”です。 グラウンド一周一輪車リレー。

あと少し、頑張って踏ん張れ～！ 子どもたちも、観覧者にも心に残る運動会でした。 最後のキメポーズ元気よく“ヤァ～！”

吉
隈
保
育
所

　今年は、どの運動会でも新型インフルエンザによる影響や天候不順

など、練習期間が例年にくらべて短いなかで、一生懸命練習を重ねた

子どもたちの頑張りが光った素晴らしい運動会でした。

　また、嘉麻市と桂川の内山田地区との境にあり、内山田地区の子ど

もが通う泉河内小学校（嘉麻市）でも９月 20 日に運動会が行われま

した。全校生徒 18 名（桂川から通う児童は６年生１名）のため、桂川・

嘉麻両地域の人々も参加しての温かみのある運動会が行われました。

番外編 秋晴れとなった 10 月 21 日、桂川町老人クラブ連合会体育祭が、盛大に開
催されました。参加した 190 名の選手の皆さんは、恒例のアメ食い競走や
様々な種目に心地よい汗を流し、たくさんの笑顔の華を咲かせていました。

▲ 緑に囲まれ自然豊かな泉河内小学校

“おばあちゃんたち頑張って～♪” 風船を落とさないように♪“ほほよせて” アメ食い競走でお顔が真っ白♪

平 21. 広報けいせん 11 月　30 頁31 頁　平 21. 広報けいせん 11 月
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香
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昭
子

朝
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つ
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法
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ゆ
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藤
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ミ
ヤ
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父
眠
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お
墓
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い
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道
す
が
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今
年
も
白
く
秋
し
ゅ
う
め
い
ぎ
く

明
菊
咲
く

大
音　

康
子

短
歌
会

矢
野
京
子 

選

（
十
月
例
会
）

大
庭
土
筆 

選

（
九
月
例
会
）

俳
句
会
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ょ
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こ
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寝
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花
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腐
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大
塚　
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子

	

	

	

	

	

	

	 	

広報紙に関してのお問合せは、☎ 65・1082 まで

編集 後記＊
Editorial Postscript

　秋は、広報にとっては一年で一番忙しい時期といえるのではない

でしょうか。町の様々なイベントあり、運動会あり、各地域の行事

ありと、町内のあちらこちらに伺わせていただいています。

　いく先々でまず最初に言われるのが「イラストと本当によく似て

いるね。」ということ。広報担当になって、取材の時には“赤い帽

子と水色の腕証”を欠かさず身に着け、トレードマークにしてきま

した。最近では、こちらから名乗る前に「町報」と聞かれることも

しばしば。皆さんに覚えていただいて、広報担当としてはありがた

い限りです。

　次によく言われるのが「痩せようね？」というお気遣いの言葉。

まだまだ動き足りないのか、脱メタボ宣言できるまでの道のりはず

いぶん先のようです。“痩せなければ”とは思うのですけど ･･･

　“あぁ～！”いろいろな物が美味しくなる食欲の秋。

これからの季節、食べた分を消費するために、皆さんの元へ

は一層張り切って取材に伺わせていただきます。（斉藤）

▲

November　2009

町　の
交差点
■　■　■　■　■　■　■　■

地域のニュースは総務課
（☎６５・１０８２）まで

▲
▲

６月からの事前研修から始まり、８月 20 日～ 23 日の沖縄・鹿児
島本研修、第３回嘉麻・桂川少年の船は今年も全日程を無事終了
することができました。摩文仁の丘や平和の礎、知覧特攻平和館
などで学んだ平和の尊さ。校区を超えて初めて知り合い結ばれた
友情といった、日常では得ることができないこの夏の貴重な体験
は、子どもたちにとっては人生の宝物の一つとなることでしょう。

嘉穂総合高校のロボットシステム科では、人の住環境対応型二足歩行ロボッ
トを製作し、10 月２日にその製作発表会が行われました。モーター以外の
ほとんど全てを自分たちで製作。ロボットの制御プログラムも夏休み返上
で１から作ったとのこと。身長 120cm、小学校２年生ほどの等身大二足歩
行ロボット製作は、国内の高校では初めてで、「来春までには、階段を登れ
るようにしたい」と技術者の卵の学生たちは笑顔で語ってくれました。

▲

今秋から上土師地区が獅子の当番となった老松神社の大祭が、９
月 23 日に開催されました。獅子に頭を咬んでもらうことで、子
の無病息災を願う場面では、宝くじ助成事業によるお色直しが済
み朱色が鮮やかで迫力をました獅子に、泣き叫ぶ子どもたちも続
出。また見物者からは、より一段と力強く勇壮に見える獅子の舞
に、惜しみない拍手が送られていました。

朝は涼しさも感じられるようになった９月 20 日の早朝６時半、久保白
ダムでは９組（20 名）の親子が参加して「親子魚釣り大会」が開催され
ました。参加者は、釣りは全くの初めてという方から、ベテランまで様々。
この日一番の大ものは 29cm のブラックバスでしたが、釣れた人も釣れ
なかった人も、自然あふれる湖畔での清々しく楽しいひと時を過ごしま
した。競技終了後には、自然に感謝して皆でゴミ拾いを行いました。

飯塚市で９月 23 日に「第 34 回飯塚少年剣道大会」が開催され、修刀館
から出場した穂坂朋洸くん（小学生男子の部）が準優勝、谷口湖太郎く
ん（小学生低学年の部）が第三位に輝きました。毎週水・木の夕方６時
半からみっちり２時間、練習に励む修刀館生。その弛まない練習の成果が、
結果として現れた今回の入賞でした。修刀館では、剣士を募集しています。
興味のある方は、練習日に勤労者体育センターへ見学にお越しください。

嘉飯地区から８チームが参加した「第４回嘉飯地区親善囲碁大会」が９月
13 日嘉麻市で開催され、桂川チームが見事優勝しました。先鋒から順に樋
口（寿命）、安部（土師二）、永峰（笹尾一）、白石（土師二）、緒方（土居一）
の諸氏が選手として団体戦に出場し、総合成績 13 勝７敗の熱戦を制しての
優勝でした。また同月 27 日に行われた「第 32 回朝日新聞社杯争奪五市町
囲碁大会」でも団体の部で準優勝になるなど輝かしい成績をおさめました。

９月 24 日、多くの乗降客が行きかう早朝の桂川駅前に、園児の「交通
安全をよろしくお願いします！」という元気な声が響きました。これ
は秋の交通安全県民運動の一環として、桂川幼稚園児や交通安全協会・
行政合同による街頭啓発で、掛け声とともにチラシやペットボトルカ
バーを配って交通安全に心がけるよう呼びかけました。園児たちの笑
顔に、乗降客もニッコリ。交通事故には、十分に気をつけましょうね。

「秋の彩り」
芳中 俊一 さん撮影

カ メ ラ　　キヤノンＦ 1
絞 り　　F16  シャッター 60 分の 1 
フ ィ ル ム　　コダック
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沖 縄の真っ青な空の下に誓った平和への願い
第３回嘉麻・桂川少年の船

日 本初の快挙！未来への新たな第一歩！
福岡県立嘉穂総合高等学校	ロボットシステム 盤 上の静かな熱戦を桂川チームが制す！

桂川町囲碁クラブ

交 通安全に心がけるよう、お願いします！
秋の交通安全街頭啓発・桂川幼稚園

心 技体での一本を決めました！
修刀館の少年剣士が大活躍

早 起きしてブラックバスを獲ったゾー！
桂川町子ども会指導者連絡協議会主催

五 穀豊穣・無病息災を願って
土師の獅子舞
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町
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室
か
ら

CALENDAR

平成 21 年 11 月行事カレンダー

▽
桂
川
町
表
彰
式　

桂
川
町
で
は
11
月
３
日

（
文
化
の
日
）
に
町
政
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
人
並

び
に
町
民
の
模
範
と
な
る
行
為
を
さ
れ
た
人
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
桂
川
町
表
彰
条
例
」

に
基
づ
く
も
の
で
、
昭
和
56
年
か
ら
昨
年
ま
で
に

92
人
の
方
が
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
選

考
委
員
会
の
協
議
の
結
果
、
功
労
表
彰
１
人
、
善

行
表
彰
３
人
を
表
彰
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

功
労
表
彰
は
、
消
防
団
活
動
を
43
年
間
務
め
ら

れ
、
第
３
分
団
長
、
本
部
員
を
歴
任
さ
れ
た
加
来

軍
治
さ
ん
（
土
居
１
区
）。

　

善
行
表
彰
は
、
交
通
安
全
活
動
に
40
年
間
尽
力

さ
れ
て
い
る
交
通
安
全
協
会
々
長
の
久
木
田
久
夫

さ
ん
（
笹
尾
２
区
）、
食
生
活
改
善
推
進
会
々
長

は
じ
め
多
く
の
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
大
野
節
子
さ
ん
（
弥
栄
区
）、
茶
道
を

通
し
て
文
化
の
振
興
、
青
少
年
の
育
成
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
田
中
壽
子
さ
ん
（
土
居
１
区
）
で
す
。

　

受
賞
さ
れ
る
皆
様
の
足
跡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
に
お
い
て
大
変
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す

が
、
ご
自
身
に
と
っ
て
は
等
身
大
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
、
更
な
る
高
い
志
を
秘
め
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ご
努
力
と
ご
労
苦
に
対
し
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
の
ご

健
康
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

【
追
伸
】

　

11
月
20
日
（
金
）
町
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

桂
川
町
長　

井
上
利
一

≫

11 月

2
㈪

もうすぐ赤ちゃんこんにちは
 10:30 ～ 12:00  総合福祉センター
第 41 回桂川町文化祭

【ステージの部・催しの部】（住民センター他）
 9:00 ～ 16:00

9
㈬

補聴器定期相談
 13:00 ～ 14:00  総合福祉センター
★バウンドテニス教室

26
㈭

乳児健診
　（受付は対象月齢によって異なります）
　総合福祉センター
ブックスタート（町立図書館主催事業）
　上記乳児健診時に対象者に絵本を配布
心配ごと相談
 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター

1
㈰

当番医　大村内科医院
　☎ 65・0016（桂川町土師）
第 41 回桂川町文化祭

【ステージの部・催しの部】（住民センター他）
 10:00 ～ 18:00
第 11 回図書館まつり
 9:30 ～　町立図書館
親子運動セミナー

≫
12 月

20
㈮

健康体操教室
 13:40 ～ 15:10  総合体育館

27
㈮

健康体操教室
 13:40 ～ 15:10  総合体育館

29
㈰

当番医　なかお胃腸科クリニック
　☎ 21・5755（飯塚市堀池）

6
㈰

当番医　徳永眼科医院
　☎ 25・0011（飯塚市楽市）
第２回桂川町硬式テニス（団体戦）大会
 8:30 ～（受付）桂川町テニス場（総合体育館隣）

8
㈫

健康相談
 13:30 ～ 14:30  総合福祉センター
★ウォーキング教室22

㈰
当番医　山本医院
　☎ 72・0117（飯塚市大分）
親子運動セミナー

23
㈪

当番医　石田病院
　☎ 62・2788（桂川町土師）

11
㈮

健康体操教室
 13:40 ～ 15:10  総合体育館

15
㈰

当番医　上村皮ふ科・形成外科
　☎ 22・2973（飯塚市忠隈）
親子運動セミナー

11
㈬

補聴器定期相談
 13:00 ～ 14:00  総合福祉センター
★バウンドテニス教室

9
㈪

母子健康手帳発行とお話
 10:30 ～ 11:30  総合福祉センター

7
㈯

文学講座「伊勢物語」
9:30 ～ 11:30  桂川町住民センター

8
㈰

当番医　青柳医院
　☎ 65・0013（桂川町土師）
第 7 回桂川町長杯グラウンド・ゴルフ大会
 8:30 ～（開会式）桂川町グラウンド・ゴルフ場
親子運動セミナー

10
㈫

健康相談
 13:30 ～ 14:30  総合福祉センター
介護相談
 13:00 ～ 15:00  いきいきセンター桂寿苑
★ウォーキング教室

12
㈭

心配ごと相談
 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター

13
㈮

1 歳 6 ヶ月児健診
 13:15 ～ 14:00（受付）総合福祉センター
健康体操教室
 13:40 ～ 15:10  総合体育館

3
㈫

当番医　あそう内科クリニック
　☎ 29・1666（飯塚市楽市）
第 41 回桂川町文化祭

【ステージの部・催しの部】（住民センター他）
 8:30 ～ 18:00

★ウォーキング教室（総合体育館・総合グラウンド）　★バウンドテニス教室（総合体育館）　の時間は、ともに 9:50 ～ 11:20 開催

4
㈬★バウンドテニス教室

18
㈬★バウンドテニス教室

17
㈫★ウォーキング教室

19
㈭

妊婦さん安心教室
9:45 ～ 10:00（受付）総合福祉センター

25
㈬

妊婦さん安心教室
9:45 ～ 10:00（受付）総合福祉センター

★ウォーキング教室　★バウンドテニス教室

28
㈯

ふるさと講座（講師 貝嶋 亮三 氏）
「嘉穂郡の歴史」シリーズ⑴
 13:30 ～ 15:30  コダイム王塚

3
㈭

健康体操教室
 13:40 ～ 15:10  総合体育館

2
㈬★バウンドテニス教室

1
㈫★ウォーキング教室

13
㈰

当番医　宮嶋耳鼻咽喉科
　☎ 28・3347（飯塚市南尾）

【親子運動セミナー】
　場　所：桂川小学校体育館

11/ 1（日） 9：00 ～受付、10：00 開始
11/ 8（日） 9：00 ～受付、10：00 開始
11/15（日） 9：00 ～受付、10：00 開始
11/28（土）13：00 ～受付、13：30 開始

    社会教育課 社会体育係（桂川町総合体育館内）

10
㈭

心配ごと相談
 13:00 ～ 16:00  総合福祉センター

28
㈯親子運動セミナー

※　行事は変更になる場合があります。回覧板などでご確認ください。
※　在宅当番医は変更が多々ありますので、当日の新聞（筑豊版）でご確認ください。
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